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ディプロマプログラム（ＤＰ）

「歴史」指導の手引き

2015年１月発行、2017 年６月および 2018 年６月改定の英文原本 History guide の日本語版

2015年８月発行、2016 年３月・2017 年 11 月・2018 年 6 月改訂

本資料の翻訳・刊行にあたり、

文部科学省より多大なご支援をいただいたことに感謝いたします。

※日本語訳版の提供にあたって　本資料中の歴史用語については、日本の高等学校学習指導要

領で必履修科目とされる世界史Ａ及び世界史 B で使用されている用語に準じたものとしてお

り、また、一条校で本資料を用いて指導を行う際には、必履修科目とされている世界史Ａおよ

び世界史Ｂとの整合性にも十分留意をして頂くようお願いします。





ＩＢの使命
IB mission statement



この「ＩＢの学習者像」は、ＩＢワールドスクール（ＩＢ認定校）が価値を置く人間性を10 の人物像として表して
います。こうした人物像は、個人や集団が地域社会や国、そしてグローバルなコミュニティーの責任ある一員と

なることに資すると私たちは信じています。

3

探究する人
私たちは、好奇心を育み、探究し研究するスキルを身につけま
す。ひとりで学んだり、他の人々と共に学んだりします。熱意
をもって学び、学ぶ喜びを生涯を通じてもち続けます。

知識のある人
私たちは、概念的な理解を深めて活用し、幅広い分野の知識を 
探究します。地域社会やグローバル社会における重要な課題や 
考えに取り組みます。

考える人
私たちは、複雑な問題を分析し、責任ある行動をとるために、
批判的かつ創造的に考えるスキルを活用します。率先して理性
的で倫理的な判断を下します。

コミュニケーションができる人
私たちは、複数の言語やさまざまな方法を用いて、自信をもっ
て創造的に自分自身を表現します。他の人々や他の集団のもの
の見方に注意深く耳を傾け、効果的に協力し合います。

信念をもつ人
私たちは、誠実かつ正直に、公正な考えと強い正義感をもって
行動します。そして、あらゆる人々がもつ尊厳と権利を尊重し
て行動します。私たちは、自分自身の行動とそれに伴う結果に
責任をもちます。

心を開く人
私たちは、自己の文化と個人的な経験の真価を正しく受け止め
ると同時に、他の人々の価値観や伝統の真価もまた正しく受け
止めます。多様な視点を求め、価値を見いだし、その経験を糧
に成長しようと努めます。

思いやりのある人
私たちは、思いやりと共感、そして尊重の精神を示します。人
の役に立ち、他の人々の生活や私たちを取り巻く世界を良くす
るために行動します。

挑戦する人
私たちは、不確実な事態に対し、熟慮と決断力をもって向き合
います。ひとりで、または協力して新しい考えや方法を探究し
ます。挑戦と変化に機知に富んだ方法で快活に取り組みます。

バランスのとれた人
私たちは、自分自身や他の人々の幸福にとって、私たちの生を
構成する知性、身体、心のバランスをとることが大切だと理解
しています。また、私たちが他の人々や、私たちが住むこの世
界と相互に依存していることを認識しています。

振り返りができる人
私たちは、世界について、そして自分の考えや経験について、
深く考察します。自分自身の学びと成長を促すため、自分の長
所と短所を理解するよう努めます。

ＩＢの学習

者
像

ＩＢの学習者像
すべての IBプログラムは、国際的な視野をもつ人間の育成を目指しています。人類に共通する人間らしさと
地球を共に守る責任を認識し、より良い、より平和な世界を築くことに貢献する人間を育てます。

ＩＢの学習者として、私たちは次の目標に向かって努力します。
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はじめに

本資料の目的

本資料は、「歴史」を学校で計画、指導、評価するための手引きです。「歴史」の担当教

師を対象としていますが、生徒や保護者に「歴史」について説明する際にも、ご活用くだ

さい。

本資料は、My IB のログインページ（www.ibo.org）経由で、プログラム・リソース・セ

ンター（ＰＲＣ）の教科のページから入手できます。また、本資料はＩＢストア（http://

store.ibo.org）で購入することもできます。

その他のリソース
教師用参考資料や科目レポート、内部評価のガイダンス、評価規準の説明といったその

他のリソースも、ＰＲＣで取り扱っています。過去の試験問題とマークスキームはＩＢス

トアで取り扱っています。

ＰＲＣでは、他の教師が作成したり、活用している教育リソースについて情報を得るこ

とができますので、ご活用ください。教師たちによるウェブサイトや本、ビデオ、定期刊

行物、指導案などの役立つリソースも提供されています。

謝辞
ＩＢは、本資料を作成するにあたり、時間やリソースを惜しみなく提供してくださった

教育関係者や提携校の皆様に感謝の意を表します。

2020 年　第１回試験
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はじめに

ディプロマプログラムとは

ディプロマプログラム（ＤＰ）は16歳から19歳までの大学入学前の生徒を対象とした、

綿密に設計された教育プログラムです。幅広い分野を学習する２年間のプログラムで、知

識豊かで探究心に富み、思いやりと共感する力のある人間を育成することを目的としてい

ます。また、多様な文化の理解と開かれた心の育成に力を入れており、さまざまな視点を

尊重し、評価するために必要な態度を育むことを目指しています。

ＤＰのプログラムモデル
ＤＰは、６つの教

グループ

科が中心となる核「コア」を取り囲んだ形のモデル図で示すことがで

きます（図１参照）。ＤＰでは、幅広い学習分野を同時並行して学ぶのが特徴で、生徒は

「言語と文学」（グループ１）と「言語の習得」（グループ２）で現代言語を計２言語（また

は現代言語と古典言語を１言語ずつ）、 「個人と社会」（グループ３）から人文または社会科

学を１科目、「理科」（グループ４）から１科目、「数学」（グループ５）から１科目、そし

て「芸術」（グループ６）から１科目を履修します。多岐にわたる分野を学習するため、学

習量が多く、大学入学に向けて効果的に準備できるようになっています。生徒は各教科か

ら柔軟に科目を選択できるため、特に興味のある科目や、大学で専攻したいと考えている

分野の科目を選ぶことができます。

図１

ＤＰのプログラムモデル
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科目の選択
生徒は、６つの教科からそれぞれ１科目を選択します。ただし、「芸術」から１科目選ぶ 

代わりに、他の教科で２科目選択することもできます。通常３科目（最大４科目）を上級

レベル（ＨＬ）、その他を標準レベル（ＳＬ）で履修します。ＩＢでは、ＨＬ科目の学習に

240時間、ＳＬ科目の学習に150時間を割りあてることを推奨しています。ＨＬ科目はＳＬ

科目よりも幅広い内容を深く学習します。

いずれのレベルにおいても、さまざまなスキルを身につけますが、特に批
クリティカル

判的な思考と

分析に重点を置いています。各科目の修了時に、学校外で実施されるＩＢによる外部評価 

で生徒の学力を評価します。また、多くの科目で、科目を担当する教師が評価する課
コースワーク

題を

課しています。

プログラムモデルの「コア」
ＤＰで学ぶすべての生徒は、プログラムモデルの「コア」を形づくる次の３つの必修要

件を履修します。

「知の理論」（ＴＯＫ：theory of knowledge）では、批
クリティカルシンキング

判的思考に取り組みます。具体的な

知識について学習するのではなく、知るプロセスを探究するコースです。

「知識の本質」について考え、私たちが「知っている」と主張することを、いったいどの

ようにして知るのかを考察します。具体的には、「知識に関する主張」を分析し、知識の

構築 に関する問いを探究するよう生徒に働きかけていきます。ＴＯＫの目的は、共有さ

れた「知識の領域」の間のつながりを重視し、それを「個人的な知識」に結びつけること

で、生徒が自分なりのものの見方や、他人との違いを自覚できるよう促していくことにあ

ります。

「創造性・活動・奉仕」（ＣＡＳ：creativity, activity, service）は、ＤＰの中核です。ＣＡＳ

を通じて生徒たちは実社会の中の、いわば実地の場において「ＩＢの学習者像」を自ら実

践してみる機会を得ることになります。そして ､かけがえのない個人として成長し、他者

との関係における自らの役割について学ぶことになります。生徒たちはさまざまな単独ま

たはグループでの活動において、自分たちが興味を持っていることを体験したり、夢中に

なっているテーマや自分の個性、ものの見方についての表現活動を行うことで、スキルや

物事に対する向き合い方、考え方を発達させて行きます。ＣＡＳは、自分で物事を決断す

ること、他者と共に活動すること、なにかをやり遂げる実感や喜びを感じる機会を生徒た

ちにもたらし、難易度の高いアカデミックな学習と同時並行して多岐にわたる活動を行う

ことによって学びを全人的なものとします。ＣＡＳは次の３つの要素から成り立っていま

す。

Creativity ― アイデアを探究し、それを拡張する取り組みを通じて、独創性や自分の解

釈に基づいた作品やパフォーマンスを創造すること

Activity ― 健康的なライフスタイルに寄与する身体的な活動を実践すること
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Service ― コミュニティーの真のニーズに対応するために他者と共に活動を行い、共に

働きかつ相互扶助の取り組みに従事すること

「課題論文」（ＥＥ：extended essay）では、生徒は、関心のあるトピックの個人研究に取

り組み、研究成果を4000語（日本語の場合は8000字）の論文にまとめます。ＥＥには、世

界を対象に学際的な研究を行う「ワールドスタディーズ」として執筆されるものも含まれ

ます。生徒は、履修しているＤＰ科目から１科目（「ワールドスタディーズ」の場合は２科

目）を選び、対象とする研究分野を定めます。また、ＥＥを通じて大学で必要とされるリ

サーチスキルや記述力を身につけます。研究は、正式な書式で構成された論文にまとめ、 

選択した科目にふさわしい論理的で一貫した形式で、アイデアや研究結果を伝えます。高

いレベルのリサーチスキル、記述力、創造性を育成し、知的発見を促すことを目的として

おり、担当教員の指導のもと、生徒が、自分自身で選択したトピックに関する研究に自立

的に取り組む機会となっています。

「指導の方法」と「学習の方法」
すべてのＤＰ科目に共通する「指導の方

アプローチ

法」（approaches to teaching）および「学習の

方
アプローチ

法」（approaches to learning）とは、指導や学習の場を満たす熟考されたストラテジー、

スキル、取り組み姿勢を意味しています。「指導の方
アプローチ

法」も「学習の方
アプローチ

法」も、「ＩＢの学

習者像」に示されている人物像と本質的に関連しています。そして、生徒の学習の質を高

めると同時に、ＤＰの最終評価やその先の学びのための礎をつくります。ＤＰでの「指導

の方
アプローチ

法」と「学習の方
アプローチ

法」には、次のようなねらいがあります。

•	学習内容を教えるだけでなく、学習者を導く存在としての教師のあり方を支援する。

•	生徒の有意義で体系的な探究と、批
クリティカルシンキング

判的思考や創造的思考を促すため、教師がファ

シリテーターとしてより効果的なストラテジーを立てられるよう支援する。

•	各教科のねらい（科目別に掲げる目標以上のもの）と、それぞれの知識の関連づけ

（同時並行的な学習）の両方を推進する。

•	生徒が卒業後も積極的に学び続けるために、さまざまなスキルを系統的に身につけ

るよう奨励する。また生徒が良い成績を得て大学に進学できるよう支援すると同時

に、大学在学中の学業の成就や卒業後の成功に向けて準備する。

•	ＤＰでの生徒の体験の一貫性と関連性をよりいっそう高める。

•	理想主義と実用主義が融合したＤＰの教育ならではの本質に対して、学校の理解を

促進する。

５つの「学習の方
アプローチ

法」（思考スキル、社会性スキル、コミュニケーションスキル、自己管

理スキル、リサーチスキルの各スキルの習得）と、６つの「指導の方
アプローチ

法」（探究を基盤とし

た指導、概念に重点を置く指導、文脈化された指導、
コラボレーション

協働に基づく指導、生徒の多様性に

応じ
ディファレンシエーション

て差別化した指導、評価を取り入れた指導）には、ＩＢの教育を支える重要な価値観

と原則が含まれています。
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学問的誠実性
ＤＰにおける「学問的誠実性」（academic honesty）は、「ＩＢの学習者像」の人物像を通

じて示されている価値観と振る舞いに則しています。学問的誠実性は、指導、学習、そし 

て評価において、各自が誠実で公正であることを促し、他人とその成果物の権利を尊重す 

ることを奨励します。また、すべての生徒は学習を通じて身につけた知識や能力を示す機

会を等しく得ることが保証されています。

評価のための課題（コースワーク）を含むすべての学習成果物は生徒本人が取り組んだ

ものでなければなりません。学習成果物は生徒自身の独自のアイデアに基づくものであり、 

他人のアイデアや成果物を用いる場合は出典を明示しなければなりません。教師から生徒

への指導を必要とする課題や、生徒同士が協働作業を行って取り組む課題においては、 必

ず、ＩＢが定めるその教科のためのガイドラインを順守しなければなりません。 

ＩＢおよびＤＰにおける学問的誠実性について、より詳しくはＩＢ資料『学問的誠実 

性』、『ＤＰ：原則から実践へ』、および 同『一般規則 :ディプロマプログラム』を参照し

てください。ＤＰ科目の学校外で実施されるＩＢによる外部評価（external assessment）と

学校内の教師が評価を手がける内部評価（internal assessment）に関連する学問的誠実性の

情報は、本資料の中にも記載されています。

学習の多様性と学習支援の必要な生徒への取り組み 
ＩＢ資格取得志願者で学習支援を必要とする生徒に対して、学校は同等のアクセスの 

ための配慮と妥当な調整を行わなければなりません。配慮や調整は、ＩＢ資料『受験上の

配慮の必要な志願者について』および 同（英語版）『Learning diversity in the International 

Baccalaureate programmes: Special educational needs within the IB programmes（ＩＢ教育と学習 

の多様性：ＩＢプログラムにおける特別な教育的ニーズ）』に沿って行わなければなりません。
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はじめに

「歴史」の学習

歴史は、「過去との対話」という興味深いテーマを伴う、ダイナミックかつ論争も多い実

証的な学問分野です。「変化」、「原因」、「重要性」といった主要概念に重点を置く、厳密で

知的な学問分野でもあります。

歴史は、研究心を育てる探究型の科目であり、同時に複数の視点やさまざまな意見に触

れる機会をもたらす、解釈に基づく学問でもあります。歴史を学習することで過去に対する

理解が生まれ、そしてこれが現在の世界や人間の本質へのより深い理解へとつながります。

ディプロマプログラム（ＤＰ）の「歴史」は、多様な視点と比較を重視したアプローチ

に基づく世界史のコースです。政治、経済、社会、文化の諸相の歴史を学習し、学問とし

ての体系と柔軟さの両方を兼ね備えています。史実を学習するだけでなく、歴史的背景を

踏まえて物事を考え、歴史学的な研究のスキルを身につけるよう生徒に奨励することを、

このコースでは重視しています。特に、批判的思考のスキルを養い、歴史に複数の解釈が

あることを理解することが重要です。この結果、高度で能動的な「過去の批判的研究」が

行われます。

ＤＰの「歴史」では、以下の６つの主要概念に重点を置いています。

図２

ＤＰの「歴史」の主要概念

これら６つの概念に関する詳しい情報とガイダンスについては、この手引きの「ＤＰの

「歴史」で使用する主要概念の詳細」のセクションと、ＩＢ資料『「歴史」教師用参考資料』

を参照してください。

変化

観点

結果

重要性 原因

連続性

主要概念
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歴史と国際的な視野
… 国際的な視野を育てる教育、人種・宗教・階級間の壁を取り除くような

教育、 文化的多様性がもたらす恩恵をたたえる教育、そして何よりも、平和

のための教育

(George Walker 2011: 19)

「国際的な視野」とは、ＩＢが国際教育の目標と考えるものをすべて包含する用語であ

り、この考え方は、グローバル社会への参加、多言語主義、多様な文化の理解の促進をＩＢ

のすべてのプログラムが重視しているという事実に表れています。

ＤＰの「歴史」は、国際的な視野の育成を確実にサポートするために策定されています。

例えば、コース全体にわたって織り込まれている主要概念のひとつが「ものの見方」であ

り、とりわけ多数のものの見方の価値を認めるよう生徒に奨励することが重視されていま

す。また、世界のさまざまな地域の状況や事例を研究することがすべての生徒に義務づけ

られていて、こうした事例の比較を通じて国という枠組みを超えたものの見方がコースに

もたらされるようになっています。さらに、生徒にとって関連性の高い事例を教師が自由

に選択して生徒と一緒に探究できるため、学校の場所や状況にとらわれることなく、生徒

のニーズや興味に応えるコースをつくることができます。

ＤＰの「歴史」を学習する生徒は、現在の世界が形成される過程で重要な役割を果たし

た歴史上の出来事を探究し、過去と現在の出来事がいかに複雑かつ相互に絡み合っている

かを理解する機会を得ます。例えば、紛争、権利、統治といった今日の世界が直面してい

る多数のグローバルな問題について、その歴史的な事例を学習します。これにより、過去

を考察することを通じて、自分自身そして現代の社会に対する理解を深めるという、この

コースの中心的なねらいのひとつである学びが促されます。

「標準レベル」と「上級レベル」の違い
標準レベル（ＳＬ）と上級レベル（ＨＬ）の生徒は、両レベル共通の「指定学習項目」

と「世界史トピック」を含んだシラバスに沿って学習を進めます。ＨＬの生徒はこれに加

えて、「ＨＬ地域選択項目」の３つのセクションについて、詳細研究を行います。歴史を学

習するうえで必要とされるスキルの多くはＳＬとＨＬの両方に共通しますが、推奨されて

いる授業時間の違いは、生徒に対する要求度がＳＬとＨＬで明らかに異なることを示して

いて、ＨＬでは深いレベルの学習が求められています。

「歴史」におけるＳＬとＨＬの違いは以下のとおりです。



「歴史」の学習

「歴史」指導の手引き8

ＳＬ ＨＬ

シラバス •	５つの「指定学習項目」のうち

１項目を選択して学習

•	12の「世界史トピック」のうち

２項目を選択して学習

•	「歴史研究」

•	５つの「指定学習項目」のうち

１項目を選択して学習

•	12の「世界史トピック」のうち

２項目を選択して学習

•	１つの「ＨＬ地域選択項目」に

ついて３セクションを学習

•	「歴史研究」

評価 •	「試験問題１」：「指定学習項目」

に関する「資料問題」

•	「試験問題２」：「世界史トピッ

ク」に関する小論文

•	内部評価：「歴史研究」

•	「試
ペ ー パ ー

験問題１」：「指定学習項目」

に関する「資料問題」

•	「試験問題２」：「世界史トピッ

ク」に関する小論文

•	「試験問題３」：４つの「ＨＬ地

域選択項目」のいずれか１つに

関する小論文
＊

•	内部評価：「歴史研究」

「歴史」とプログラムモデルの「コア」
ＤＰの他のすべてのコースと同様に、「歴史」もＤＰの「コア」の３要素によって支えら

れ、かつ３要素を支えるものでなければなりません。

「歴史」と「課題論文」

「歴史」は、ＤＰの生徒が「課題論文」で最もよく使用する科目のひとつです。歴史を取

り上げる「課題論文」を書くことで養われるリサーチのスキルは、「歴史」やＤＰの他の

科目の学習に役立つだけでなく、ＤＰを超えたその先の学習の準備としても非常に重要で

す。歴史を取り上げた「課題論文」としては、以下のようなトピックがここ数年の間に見

られました。

•	1965年から1972年にかけてベトナムで展開されたアメリカのフェニックス作戦は、

どの程度失敗だったと言えるか。

•	ゲティスバーグの戦いにおける北軍の勝利の要因として、地形はどの程度重要だっ

たか。

•	キューバ革命中の都市部の抵抗は、革命の成功にどの程度寄与したか。

歴史の「課題論文」で指導教官の役割を果たしている教師向けの詳しい情報は、ＩＢ資

料『課題論文（ＥＥ）指導の手引き』を参照してください。

＊日本語の評価では、地域選択項目として「アジアとオセアニアの歴史」、「ヨーロッパの歴史」のみが提

供されます。
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「歴史」と「創造性・活動・奉仕」

「創造性・活動・奉仕」（ＣＡＳ）は、人間的なスキルと対人関係スキルを育成するとい

う点で、ＤＰにおいて非常に重要な役割を果たします。また、ＤＰの他の領域の学問的な

プレッシャーとバランスを取るという点でも重要です。

歴史とつながりのあるＣＡＳの活動例には、以下のようなものがあります。

•	歴史上の出来事や人物について論じた学校新聞向けの記事に添える挿絵を描く（創

造性）

•	高齢者の介護施設でボランティアをして、歴史上の出来事の実体験について話を聞

く（奉仕）

•	退役軍人のための募金集めを目的としたマラソン大会を企画し参加する（活動と

奉仕）

ＣＡＳについての詳しい情報は、ＩＢ資料『創造性・活動・奉仕（ＣＡＳ）指導の手引

き』を参照してください。

「歴史」と「知の理論」

歴史は、「知の理論」（ＴＯＫ）で取り上げる８つの知識の領域のひとつです。歴史とい

う知識の領域は、「私たちは、過去についてどの程度確信をもって語れるのか」や「歴史学

者の説明は、主観的になることを免れないのか」といった問いを投げかける、興味深い領

域です。「歴史」のコースの要素はすべてＴＯＫとの親和性が高いものですが、なかでも内

部評価の課題は、ＴＯＫと最も明確につながるものです（詳しくは、この手引きの「内部

評価」のセクションを参照してください）。生徒は、歴史研究に取り組んだ結果として、歴

史学者の使う方法論の役割や、歴史学者が直面する課題について何を学んだかを考察する

よう要求されます。これは非常にうまくＴＯＫにつながります。ＴＯＫでは、例えば、歴

史の知識を得るために使用する方法論と、他の学問領域の知識を得るために使用する方法

論を比較するといったことを生徒は行うかもしれないからです。

ＴＯＫとのつながりをつくるために使える議論の例としては、以下のようのものが挙げ

られます。

•	歴史学者の役割とは何か。

•	歴史学者はどのような方法論を用いて知識を得るのか。

•	歴史上の出来事を偏向なく客観的に説明することは可能か。

•	人間は歴史から学ぶことができるのだろうか。

•	「偏った考え方」と「選択的な意見を持っていること」の違いは何か。

•	どの出来事が歴史的に重要かを、決めるのは誰か。

•	歴史を学ぶことは、現在の私たち自身を理解するのにどの程度役立つのか。

•	歴史における個人の役割は何か。

•	歴史学者を取り巻く状況や文脈は、歴史的な知識にどのように影響するか。
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ＴＯＫについての詳しい情報は、ＩＢ資料『知の理論（ＴＯＫ）指導の手引き』を参照

してください。

事前の学習経験
ＤＰの「歴史」を履修するにあたって、過去に歴史を学習した経験は必要とされていま

せん。また、このコースの履修準備として、国内資格や国際資格のための特定科目の学習

が期待または要求されることもありません。「歴史」の学習で必要とされるスキルや知識

は、コースの履修中に身につけていきます。

ＭＹＰとの接続
ＩＢ中等教育プログラム（ＭＹＰ）では、「個人と社会」の科目グループの学問領域のひ

とつとして「歴史」がしばしば提供されています。ただし、この科目グループで提供され

ているのが「歴史」であれ他の学問領域であれ、ＭＹＰの「個人と社会」の科目グループ

の基本概念は、生徒がＤＰで「歴史」を学ぶにあたって非常に有用な基礎となります。

ＭＹＰの「個人と社会」は、概念を重視するカリキュラムです。そのねらいは、生徒が

批判的思考と知識の応用を実践し、意味を見いだせるようになることです。このカリキュ

ラムを支えているのは、「個人と社会」の科目内だけでなく他の科目グループにとっても重

要性の高い、幅広く、体系的で、かつ有力な主要概念です。これらの主要概念によって、

学問領域内の学習と学際的な学習の両方が促されると同時に、科目間のつながりがつくら

れます。

ＭＹＰには16の主要概念があります。以下の表内で太字で示されている４つの概念が、

ＭＹＰの「個人と社会」の重点となっています。

ＭＹＰ科目の主要概念

美しさ 形式 システム コミュニティー

つながり 創造性 文化 発展

変化 関係性 アイデンティティー 時間、場所、空間

ものの見方 グローバルな相互作用 コミュニケーション 論理
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はじめに

ねらい

「個人と社会」（グループ３）のねらい
グループ３「個人と社会」の科目はすべて、以下の点を学習のねらいとしています。

1.	「人々の経験と行動」、「物理的、経済的、社会的環境」、「社会制度や文化的慣習

の発展とその歴史」について、体系的かつ批判的な学習を奨励する。

2.	 個人と社会の性質や活動についての理論、概念、議論を認識して、それらを批判

的に分析、評価する力を育む。

3.	 社会を研究するためのデータを収集して説明および分析する能力、仮説を検証す

る能力、複雑なデータや文献を解釈する能力を育む。

4.	 学ぶということは自分たちが属する社会の文化と他の社会の文化の双方に関連

するものであるという理解を促す。

5.	 人々の態度や意見は多様であり、社会の研究にあたってはその多様性を受け入れ

る必要があるという理解を育む。

6.	 グループ３の科目の内容や方法論には議論の余地があり、この分野の学問では不

確実性を容認する姿勢が求められるという認識を育む。

「歴史」のねらい
上記に加え、「歴史」（ＳＬ・ＨＬ）では、以下の点もねらいとしています。

7.	 過去に対する理解と、過去への飽くなき興味を育む。

8.	 多数のものの見方に触れて、歴史的な概念、問題、出来事、発展の複雑さに価値

を認めるよう奨励する。

9.	 複数の地域の歴史を学ぶことにより、国際的な視野を育てる。

10.	学問領域としての歴史に対する理解を育み、年代や前後関係の感覚をはじめとす

る歴史的な意識を育て、歴史に対する異なる視点の理解を育む。

11.	文献を的確に扱うスキルなど、歴史学の重要なスキルを習得する。

12.	過去を考察することにより、自分自身と現代の社会に対する理解を深める。
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はじめに

評価目標

評価目標１：知識と理解

•	詳細、適切、正確な歴史の知識がある。

•	歴史的概念と歴史的文脈を理解している。

•	歴史の文献に対する理解を示す。（内部評価と「試験問題１」）

評価目標２：応用と分析

•	明確で論理的な議論を組み立てる。

•	関連性の高い歴史的な知識を使用して、分析を効果的に裏づける。

•	さまざまな文献を分析し、解釈する。（内部評価と「試験問題１」）

評価目標３：知識の統合と評価

•	証拠と分析を統合して、論理的な議論を構築する。

•	歴史上の問題や出来事についての異なる視点を評価して、議論に有効に統合する。

•	歴史的根拠として文献を評価し、その価値と限界を認識する。（内部評価と「試験

問題１」）

•	関連する文献から得た情報を統合する。（内部評価と「試験問題１」）

評価目標４：適切なスキルの使用と応用

•	設問の要求に的確に応える、的の絞れた小論文を構成し、作成する。

•	歴史学者が用いる方法論と歴史学者が直面する課題について考察する。（内部評価）

•	歴史の探究を導く適切かつ的の絞れた質問を組み立てる。（内部評価）

•	リサーチスキル、および適切な文献を選択して参照し整理する能力があることを示

す。（内部評価）



「歴史」指導の手引き 13

シラバス

シラバスの概要

シラバスの構成

授業時間の目安

標準レベル
（ＳＬ）

上級レベル
（ＨＬ）

指定学習項目
1.	軍事指導者

2.	征服とその影響

3.	世界規模の戦争への動き

4.	権利と抗議運動

5.	紛争と介入

40 40

世界史トピック
1.	社会と経済（750〜1400年）

2.	戦争の原因と結果（750〜1500年）

3.	王朝と支配者（750〜1500年）

4.	過渡期の社会（1400〜1700年）

5.	近世の国家（1450〜1789年）

6.	近世の戦争の原因と結果（1500〜1700年）

7.	産業化のはじまり、発展とその影響（1750〜2005年）

8.	独立運動（1800〜2000年）

9.	民主主義国家の出現と発展（1848〜2000年）

10.	独裁主義的国家（20世紀）

11.	20世紀の戦争の原因と結果

12.	冷戦：超大国間の緊張と対立（20世紀）

90 90

ＨＬ選択項目：詳細学習 *
1.	アフリカと中東の歴史

2.	南北アメリカの歴史

3.	アジアとオセアニアの歴史

4.	ヨーロッパの歴史

90

内部評価
歴史研究

20 20

総授業時間数 150 240

ＨＬコース修了のための推奨授業時間240時間、ＳＬコース150時間は、ＩＢ資料（英語

版）『一般規則 :ディプロマプログラム』で規定されています。

＊日本語の評価では、地域選択項目として「アジアとオセアニアの歴史」、「ヨーロッパの歴史」のみが提

供されます。
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ＤＰの「歴史」の設計
ＤＰの「歴史」は、授業で扱うトピックの選択に関してかなりの自由度を教師に与えて

いるため、教師は生徒のニーズや興味を最適なかたちで満たすようなコースづくりをする

ことができます。このセクションは、教師がＤＰの「歴史」を設計する際に役立つ情報を

提供することを目的としています。ＤＰの「歴史」を組み立てるための詳しいガイダンス

については、ＩＢ資料『「歴史」教師用参考資料』も参照してください。

ステップ１：「指定学習項目」を１項目選ぶ
５つの「指定学習項目」から１項目を選択します（「シラバスの概要」のセクションを参照）。

「指定学習項目」はそれぞれ、異なる地域の２つの事例研究で構成されています。

選択した「指定学習項目」の事例研究は２つとも学習しなければなりません。

ステップ２：「世界史トピック」を２項目選ぶ
12の「世界史トピック」から２項目を選択します（「シラバスの概要」のセクションを参照）。

教師は、各トピックで取り上げる例を自分の裁量で選択できます。

ただし、どちらのトピックも、複数の地域の例を使って学習しなければなりません。

ステップ 3:「ＨＬ地域選択項目」を学習する（ＨＬのみ）
日本語の評価では、「ＨＬ地域選択項目」としては「アジアとオセアニアの歴史」、	

「ヨーロッパの歴史」のみが提供されます。(シラバスの概要」セクションを参照)。

 「アジアとオセアニアの歴史」、「ヨーロッパの歴史」いずれかの 18のセクションの中から	

３セクションを選択して学習します。

内部評価
ＳＬおよびＨＬにおいて、生徒は内部評価課題である「歴史研究」を完成させます。

研究の対象となる歴史のトピックは、生徒が自由に選択できます。
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ＤＰの「歴史」の学習例

以下は、ＤＰの「歴史」の学習例です。ただし、これらはあくまでも幅広い選択肢のな

かから取り上げた参考例の一部であるということに留意してください。ＤＰの「歴史」の

授業を計画および実施する際、教師は、柔軟に考え、創造性と革新性を働かせることが奨

励されています。

例Ａ：中世イスラームの歴史に重点を置いた学習（ＨＬ）

指定学習項目
軍事指導者

世界史トピック
社会と経済（750 〜

1400年）

王朝と支配者（750 〜

1500年）

ＨＬ選択項目
アフリカと中東の

歴史

•	アッバース朝（750

〜 1258年）

•	ファーティマ朝

（909 〜 1171年）

•	十字軍	

（1095 〜 1291年）

内部評価
研究対象の歴史のト

ピックは、生徒が自

由に選択する（例：ウ

マイヤ朝支配下にお

ける経済の変化）。

例Ｂ：近世ヨーロッパの歴史に重点を置いた学習（ＨＬ）

指定学習項目
征服とその影響

世界史トピック
過渡期の社会（1400

〜 1700年）

近世の戦争の原因と

結果（1500〜1750年）

ＨＬ選択項目
ヨーロッパの歴史

•	大航海時代とその

影響（1400 〜 1550

年）

•	宗教改革の種々の

側面（1500 年頃〜

1563 年）

•	絶対主義と啓蒙主

義（1650〜1800年）

内部評価
研究対象の歴史のト

ピックは、生徒が自

由に選択する（例：15

世紀のヨーロッパに

おける印刷機普及の

重要性）。

例Ｃ：20世紀の世界史に重点を置いた学習（ＨＬ）
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指定学習項目
世界規模の戦争への

動き

世界史トピック
独裁主義的国家（20

世紀）

冷戦：超大国間の緊

張と対立（20世紀）

ＨＬ選択項目
南北アメリカの歴史

•	世界恐慌と南北ア

メリカ（1920年代

半ば〜 1939年）

•	第二次世界大戦

と南北アメリカ

（1933 〜 1945年）

•	冷戦と南北アメリ

カ（1945〜1981年）

内部評価
研究対象の歴史のト

ピックは、生徒が自由

に選択する（例：アメ

リカによる日本への

原爆投下の意味）。

例Ｄ：アフリカの歴史に重点を置いた学習（ＨＬ）	

指定学習項目
権利と抗議運動

世界史トピック
独立運動（1800 〜

2000 年）

民主主義国家の出現

と発展（1848 〜 2000

年）

ＨＬ選択項目
アフリカと中東の

歴史

•	植民地政策下のア

フリカ

•	アフリカの民族運

動と独立運動

•	南アフリカの発展

（1880 〜 1994年）

内部評価
研究対象の歴史のト

ピックは、生徒が自

由に選択する（例：

モザンビークの安定

化における国連の貢

献）。

例Ｅ： 探検と植民地化に重点を置いた学習（ＨＬ）
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指定学習項目
征服とその影響

世界史トピック
過渡期の社会（1400

〜 1700年）

近世の国家（1450 〜

1789年）

ＨＬ選択項目
アジアとオセアニア

の歴史

•	東アジアと東南ア

ジアの探検、貿易、

交流（1405 〜 1700

年）

•	東南アジアの植民

地主義とナショ

ナリズムの発展

（1750 年頃〜 1914

年）

•	オセアニアにおけ

るイギリスの植民

地主義とナショ

ナル・アイデン

ティティーの出現

（1788 〜 1919 年）

内部評価
研究対象の歴史のト

ピックは、生徒が自

由に選択する（例：ト

ルデシリャス条約の

政治的および経済的

影響）。

例Ｆ：「アイデンティティー」という概念に重点を置いた学習（ＳＬ）

指定学習項目
紛争と介入

世界史トピック
独立運動（1800 〜 2000年）

20世紀の戦争の原因と結果

内部評価
研究対象の歴史のトピック

は、生徒が自由に選択する

（例：1995年のスレブニツァ

の虐殺がもたらした社会的

影響）。

例Ｇ：20世紀の世界史に重点を置いた学習（ＳＬ）

指定学習項目
権利と抗議運動

世界史トピック
独裁主義的国家（20世紀）

20世紀の戦争の原因と結果

内部評価
研究対象の歴史のトピック

は、生徒が自由に選択する

（例：イギリスの婦人参政権

運動でエメリン・パンクハー

ストが果たした役割とその

重要性）。
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シラバス

シラバスの内容

指定学習項目
以下の「指定学習項目」から１項目を選択して学習します。

1.	 軍事指導者

2.	 征服とその影響

3.	 世界規模の戦争への動き

4.	 権利と抗議運動

5.	 紛争と介入

以下のセクションでは、「指定学習項目」のそれぞれで学習する内容を詳しく説明しま

す。「指定学習項目」では、異なる地域を取り上げる事例研究が各２つ用意されています。

選択した「指定学習項目」の事例研究は必ず２つとも学習しなければなりません。事例研

究はかなり狭い範囲に絞り込んだ学習のため、教師はその背後にある幅広い文脈を生徒が

理解できるよう導いていくことが重要です。

「指定学習項目」は、資料問題である「試験問題１」で評価されます（詳しくは「外部評

価」のセクションを参照してください）。このため、一次資料の歴史的根拠や二次資料を幅

広く使用しながら、選択した「指定学習項目」の内容を学び、評価要素で求められるスキ

ルを向上させることが重要です。
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指定学習項目１：軍事指導者

この「指定学習項目」は、中世における２人の有名な軍事指導者、モンゴルのチンギス・

ハンとイギリスのリチャード１世を取り上げ、彼らがもたらした影響を考察します。異なる

地域に関する２つの事例研究は、両方とも学習しなければなりません。１つ目の事例研究

は、チンギス・ハンと13世紀初期のモンゴル帝国の拡大に焦点をあてます。２つ目の事例

研究は、イングランド王リチャード１世に焦点をあて、父であるヘンリ２世に対して謀反

を起こした1173年から1199年の死去までを扱います。

事例研究 詳細学習のための題材

事例研究１：チンギ

ス・ハン（1200 年頃

〜 1227年）

指導力

•	権力の掌握／対立する部族の統合

•	動機と目的／目的の達成

•	評判：すぐれた軍才／チンギス・ハン ( 成吉思汗 ) への改名	

（1206年）

•	モンゴルの成功におけるチンギス・ハンの指導力の重要性

軍事行動

•	モンゴルの中国侵攻：金朝に対する攻撃／北京制圧（1215年）

•	モンゴルの中央アジアおよびイラン侵攻／モンゴルのホラズム

侵攻（1219 〜 1221年）

•	モンゴルの軍事技術、組織、戦略、戦術

影響

•	政治的影響：行政／既存の支配体制の転覆／モンゴル帝国の法

「ヤサ」の確立／能力主義社会への移行

•	経済的影響：貿易ルートの確立、強化、保護

•	社会、文化、宗教への影響：人口移動／テロ、略奪、殺人／集

落の襲撃と破壊／宗教間交流、文化交流、技術交流／モンゴル

帝国支配下の宗教の自由
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事例研究 詳細学習のための題材

事例研究２：イング

ランド王リチャード

１世（1173〜1199年）

指導力

•	政権の掌握：リチャード１世と兄弟によるヘンリ２世への反逆

（1173 〜 1174年）

•	評判：すぐれた軍才／騎士道／「リチャード獅子心王」

•	動機と目的：フランス国内の領土の回復と防衛／十字軍国家の

防衛と失地回復／これらの目的の達成

軍事行動

•	シチリア占領（1190 〜 1191年）／キプロス侵攻（1191年）

•	第３回十字軍への関与（1191 〜 1192年）

•	リチャード１世によるフランス、地中海地方、中東への軍事行

動の過程、結果、影響

影響

•	イングランドでの政治的影響：王の不在／政情不安／リチャー

ド１世不在中のジョン王とフィリップ２世の反逆

•	フランスでの政治的影響：カペー朝の台頭と権力の強化／王権

の拡大

•	経済的影響：軍事資金の工面／聖職者課税／オーストリア公レ

オポルド５世と神聖ローマ皇帝ハインリヒ６世による捕囚の際

の身代金の工面（1193年）

•	社会、文化、宗教への影響：反ユダヤ主義的暴力／第３回十字

軍のイスラーム教徒捕虜の扱い
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指定学習項目２：征服とその影響

この「指定学習項目」は、スペインによる征服を取り上げます。異なる地域に関する２

つの事例研究は、両方とも学習しなければなりません。１つ目の事例研究は、イベリア半

島のイスラーム統治の最終期を扱うもので、半島における最後のイスラーム国家であった

グラナダの陥落（1492 年）に焦点をあてます。２つ目の事例研究は、メキシコとペルーの

征服を通じて試みられた、ラテンアメリカでのスペイン帝国の構築に焦点をあてます。

事例研究 詳細学習のための題材

事例研究１：スペイ

ンのイスラーム統治

の最終期

背景と動機

•	15世紀後半のイベリアとアンダルスにおける政治的背景／15世

紀後半のグラナダにおける内部抗争と内部協調

•	15世紀後半のイベリアとアンダルスにおける社会的、経済的背

景／人々の共存／多様な文化の交流／経済の衰退／重い課税

•	動機：政治的動機／宗教上の動機と教会の役割

主な出来事と人物

•	グラナダ戦争とグラナダの征服（1482 〜 1492年）

•	グラナダ条約（1491年）／アルハンブラ訓令（1492年）

•	主要人物：スペイン国王フェルナンドと女王イサベル／グラナ

ダ最後の王ボアブディル（ムハンマド12世）／トマス・デ・ト

ルケマダ

影響

•	社会と人口構造の変化／迫害、奴隷化、国外への移住／新たな

制度：エンコミエンダ制、フエロ

•	強制的な改宗と追放／マラーノ、ムデハル

•	スペイン異端審問

事例研究２：メキシ

コとペルーの征服	

（1519 〜 1551年）

背景と動機

•	探検と征服の政治的、経済的動機

•	征服を支持する宗教上の議論

主な出来事と人物

•	エルナン・コルテスのアステカ帝国征服／先住民との同盟関係

•	フランシスコ・ピサロのインカ帝国征服／先住民との同盟関係

•	主要人物：ディエゴ・デ・アルマグロ、マリンチェ、アタワル

パ、モクテスマ２世／バルトルメ・デ・ラス・カサス／ファン・

ヒネス・デ・セプルベダ

影響

•	先住民族に対する社会的、経済的影響／エンコミエンダ制とミ

タ制

•	人口構造の変化の原因と影響／疫病のまん延

•	文化的な影響：宗教、言語
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指定学習項目３：世界規模の戦争への動き

この「指定学習項目」は、1931年から1941年までの軍備拡張を取り上げます。異なる地

域に関する２つの事例研究は、両方とも学習しなければなりません。１つ目の事例研究は

1931年から1941年にかけての日本の拡張政策、２つ目の事例研究は1933年から1940年にか

けてのドイツとイタリアの拡張政策で、特に拡張の理由、主な出来事、拡張に対する国際

的な反応に重点を置きます。このため、国内の問題やイデオロギーに関する問題などは、

これらが拡張政策にどの程度影響したのかという観点から議論する必要があります。例え

ば、世界恐慌の長期的影響といった経済問題は、攻撃的な外交政策の形成との関連という

角度から考察します。

事例研究 詳細学習のための題材

事例研究１：東アジ

アにおける日本の拡

張政策（1931 〜 1941

年）

拡張の理由

•	日本のナショナリズムと軍国主義が外交政策に与えた影響

•	日本国内の政治的、経済的問題／それらの問題が外交関係に与

えた影響

•	中国の政情不安

出来事

•	日本による満州と中国北部への侵攻（1931年）

•	日中戦争（1937 〜 1941年）

•	日独伊三国同盟／大戦の勃発／パールハーバー (真珠湾 )奇襲

（1941年）

反応

•	国際連盟とリットン報告書

•	中国国内の政治展開／第二次国共合作

•	アメリカ合衆国の戦略と日米間の緊張状態を含む国際的な反応

事例研究２：ドイツ

とイタリアの拡張政

策（1933 〜 1940年）

拡張の理由

•	ファシズムとナチズムがイタリアとドイツの外交政策に与えた

影響

•	国内の経済問題がイタリアとドイツの外交政策に与えた影響

•	ヨーロッパの外交関係の変化：集団安全保障の終焉／宥和政策

出来事

•	第一次世界大戦後の合意に対するドイツの挑戦（1933〜1938年）

•	イタリアの拡張政策：アビシニア（1935 〜 1936年）／アルバニ

ア／第二次世界大戦への参戦

•	ドイツの拡張政策（1938 〜 1939年）／鋼鉄協約／独ソ不可侵条

約／大戦の勃発

反応

•	ドイツの侵攻に対する国際的な反応（1933 〜 1938年）

•	イタリアの侵攻に対する国際的な反応（1935 〜 1936年）

•	ドイツとイタリアの侵攻に対する国際的な反応（1940年）
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指定学習項目４：権利と抗議運動

この「指定学習項目」は、20世紀半ばの権利と自由を求めた闘争を取り上げます。異な

る地域に関する２つの事例研究は、両方とも学習しなければなりません。１つ目の事例研

究は、アメリカ合衆国の1954年から投票権法が成立した1965年までの公民権運動を扱いま

す。２つ目の事例研究は、南アフリカの反アパルトヘイト (人種隔離政策 )運動を扱いま

す。ここでは特に、国民党が政権を握った1948年から、リボニア裁判の判決によってネル

ソン・マンデラとその共同被告人たちが投獄された1964年までに焦点をあてます。

事例研究 詳細学習のための題材

事例研究１：アメリ

カ合衆国の公民権運

動（1954 〜 1965年）

差別の性質と特徴

•	アフリカ系アメリカ人に対する人種差別と暴力／クー・クラッ

クス・クラン／公民権の剥奪

•	人種分離政策と教育／ブラウン対教育委員会裁判（1954年）／

リトルロック高校事件（1957年）

•	経済的、社会的差別／ジム・クロウ法の「遺産」／個人への影

響

抗議運動とその影響

•	非暴力抗議／モンゴメリー・バス・ボイコット事件（1955〜 1956

年）／フリーダム・ライド（1961年）／フリーダム・サマー（1964

年）

•	法的変化：公民権法（1964年）／投票権法（1965年）

主な人物と団体が果たした役割とその重要性

•	主な人物：マーティン・ルーサー・キング・ジュニア／マルコ

ムⅩ／リンドン・ベインズ・ジョンソン

•	主な団体：全国有色人種向上協会（ＮＡＡＣＰ）／南部キリスト

教指導者会議（ＳＣＬＣ）／学生非暴力調整委員会（ＳＮＣＣ）

／ネーション・オブ・イスラム（ブラックムスリム）
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事例研究２：南アフ

リカのアパルトヘイ

ト（1948 〜 1964年）

差別の性質と特徴

•	「小アパルトヘイト」と「大アパルトヘイト」

•	分裂と「分類」／住民と公共施設の分離／黒人居住区の建設と強

制立ち退き／教育の分離／バントゥースタン政策／個人への影

響

抗議運動とその影響

•	非暴力抗議／バス・ボイコット運動／反対運動／自由憲章

•	増加する暴力行為：シャープビル虐殺事件（1960 年）と武装闘

争の選択

•	公的な反応：リボニア裁判（1963 〜 1964年）とＡＮＣ指導者の投

獄

主な人物と団体が果たした役割とその重要性

•	主な人物：ネルソン・マンデラ／アルバート・ルツーリ

•	主な団体：アフリカ民族会議（ＡＮＣ）／南アフリカ共産党

（ＳＡＣＰ）とＭＫ（ウムコント・ウェ・シズウェ—「民族の槍」）
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指定学習項目５：紛争と介入

この「指定学習項目」は、20世紀後期の紛争と介入を取り上げます。異なる地域に関す

る２つの事例研究は、両方とも学習しなければなりません。１つ目の事例研究は、1994年

のルワンダ虐殺に焦点をあて、ルワンダ内戦の勃発した1990年から国際刑事裁判所が設立

された1998年までを扱います。２つ目の事例研究は、1998年から1999年にかけて起こった

コソヴォ紛争をめぐる出来事に焦点をあて、民族間の緊張が高まり始めた1989年から2002

年の選挙までを扱います。

事例研究 詳細学習のための題材

事例研究１：ルワン

ダ（1990 〜 1998年）

紛争の原因

•	ルワンダにおける民族間の緊張、フツ・パワーの形成とインテ

ラハムウェ／メディアの役割

•	その他の原因：経済状況／植民地時代の遺産

•	ルワンダ紛争（1990 〜 1993年）／ハビャリマナとンタリャミラ

の暗殺（1994年）

過程と介入

•	ルワンダ愛国戦線（ＲＰＦ）の活動とルワンダ政府／メディア

の役割

•	虐殺とその他の非人道的犯罪の性質／紛争下の性的暴力

•	国際社会の反応／国連ルワンダ支援団（ＵＮＡＭＩＲ）／非介

入の理由／フランス、ベルギー、アメリカ合衆国の役割

影響

•	社会的影響／難民危機／正義と和解

•	国際的な影響／ルワンダ国際戦犯法廷の設立（1994 年）

•	政治的、経済的影響／ＲＰＦ主導の政府／コンゴ民主共和国（ザ

イール）での相次ぐ武力衝突
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事例研究 詳細学習のための題材

事例研究２：コソ

ヴォ（1989〜2002年）

紛争の原因

•	セルビア人とコソヴォのアルバニア人との間の緊張／アルバニ

ア人の民族主義運動の高まり

•	政治的要因：憲法改正（1989 〜 1994年）／アルバニア独立運動

の抑圧

•	スロボダン・ミロシェヴィッチとイブラヒム・ルゴヴァが果た

した役割とその重要性

過程と介入

•	コソヴォ解放軍の動き／セルビア政府の警察と軍隊

•	民族浄化と非人道的犯罪／ラチャク虐殺が意味するもの

•	国際社会の反応／国連の反応／ＮＡＴＯによる空爆／コソヴォ

治安維持部隊（ＫＦＯＲ）

影響

•	社会的、経済的影響／難民危機／インフラへのダメージ

•	コソヴォでの政治的影響／イブラヒム・ルゴヴァの大統領当選

（2002年）

•	国際的な反応と影響／旧ユーゴスラビア国際戦犯法廷

（ＩＣＴＹ）／ミロシェヴィッチの起訴
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世界史トピック
「歴史」のシラバスのこの部分では、世界史における主要なトピックを学習します。教師

は、以下の12のトピックから２つを選んでください。

1.	 社会と経済（750 〜 1400年）

2.	 戦争の原因と結果（750 〜 1500年）

3.	 王朝と支配者（750 〜 1500年）

4.	 過渡期の社会（1400 〜 1700年）

5.	 近世の国家（1450 〜 1789年）

6.	 近世の戦争の原因と結果（1500 〜 1700年）

7.	 産業化のはじまり、発展とその影響（1750 〜 2005年）

8.	 独立運動（1800 〜 2000年）

9.	 民主主義国家の出現と発展（1848 〜 2000年）

10.	独裁主義的国家（20世紀）

11.	20世紀の戦争の原因と結果

12.	冷戦：超大国間の緊張と対立（20世紀）

以下のセクションでは、「世界史トピック」それぞれの学習テーマと、指定の学習内容の

概要を説明し、さらに各トピックで扱う例も提案しています。ただし、これらはあくまでも

提案であり、規定ではないことに留意してください。これらの参考例を授業で使うことが

できますが、そうではなく、生徒のニーズや興味により近い例を使うこともできます。各

トピックで学習する例は、必ず複数の地域から取り上げます。なお、ＤＰ「歴史」では、

世界を「アジアとオセアニア」、「アフリカと中東」、「ヨーロッパ」、「南北アメリカ」の４

地域に区分しています。
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図３

ＤＰの「歴史」の「４地域」を示した世界地図
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世界史トピック１：社会と経済（750 〜 1400年）

このトピックでは、中世の社会経済の変化と連続性に焦点をあてます。黒死病の流行な

どの劇的な出来事がもたらした社会的および経済的影響、マルコ・ポーロやイブン・バッ

トゥータなどの重要な人物が残した功績について考察します。また、これらの社会的およ

び経済的変化の原因と結果の両方を探究し、この時代の主要な知的および文化的発展につ

いて探究することに重点を置きます。なお、試験の設問では２つの地域の例を比較するよ

うに要求されることがあります。

学習テーマ 指定の学習内容

社会と経済 •	社会構造と社会制度の変化

•	人口変化の影響／飢饉や疫病の影響

•	社会における女性の役割と立場：経済的役割とそれ以外の役割

•	貿易ルートの発展と経済的統合／様々な種類の課税の発展と、その

社会的および経済的な影響

•	輸送交通の変化

知的、文化的発展 •	主な人物が果たした役割とその重要性

•	思想や文化の伝播に影響した要因

•	芸術と文化の発展の重要性とその影響／建築の発展

•	科学と技術の発展

宗教と社会 •	宗教組織の社会的および経済的な影響

•	宗教的指導者：政府や行政における宗教的指導者の役割と立場／統

治者と宗教的指導者の対立

•	宗教的少数派の扱い／宗教迫害

•	宗教の普及

このトピックの学習で使用できる例
以下の例はあくまでも提案です。これらの例を使って授業を行うこともできますが、教

師と生徒のニーズや興味に応じて別の適切な例を使うこともできます。
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アフリカと中東：アフリカにおけるイスラーム教の普及／ガザーリー（1058 〜 1111年）

やモーシェ・ベン＝マイモーン（1135 または 1138 〜 1204年）などの人物／エジプトの小

作農民に課された重税／ガーナ王国によるサハラ交易への課税／マムルーク朝支配下の

エジプトで黒死病やその他の疫病が及ぼした影響

南北アメリカ：８～９世紀のマヤ文明の衰退／タラスコ地域の建築／アサバスカ諸語を

話す人々のプエブロ人領土への移動／ウッドランド文化とミシシッピ文化

アジアとオセアニア：仏教の普及／宋の時代（960 〜 1279年）の文化的発展／アンコー

ル・ワットの建築／シルクロード貿易／日本における武士の台頭

ヨーロッパ：ダンテ・アリギエーリ（1265 〜 1321年）などの人物／黒死病の影響／ヨー

ロッパの荘園制度／ヴェネツィアやジェノヴァなどの都市国家がヨーロッパ経済で果た

した役割／西ヨーロッパのロマネスク建築からゴシック建築への移行
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世界史トピック２：戦争の原因と結果（750 〜 1500年）

中世の世界の形成においては、共同体内や共同体間の戦争と紛争、そして軍備拡張が重

要な役割を果たしました。このトピックでは、中世の戦争と紛争の原因と結果、さらにこ

の時代の戦争行為を探究します。特定の戦争や紛争に言及することが要求され、試験の設

問では、世界の２つの地域について言及するように要求されることがあります。このた

め、異なる地域の王朝の争い、領土紛争、宗教紛争の例を学習する必要があります。この

トピックで学習する例には、十字軍遠征のようにＤＰの「歴史」の地域区分をまたいで起

きた戦争や紛争が含まれています。試験の設問が異なる地域の戦争の例について議論する

ことを要求している場合は、地域をまたぐ戦争を特定の地域に関連させて論じることがで

きますが（例：十字軍遠征が中東地域にもたらした影響）、同じ答案で同じ戦争を別の地域

に関連させて論じることはできません（例：十字軍遠征がヨーロッパ地域にもたらした影

響）。

学習テーマ 指定の学習内容

戦争や紛争の種類

と原因

•	王朝、領土、宗教をめぐる争い

•	経済的要因、資源をめぐる競争

•	政治的要因

•	宗教的要因

•	長期的要因、短期的要因、直接的および即時的要因

過程、慣習とその

結果

•	指導者の役割とその重要性

•	人的および経済的資源の動員

•	戦争の兵站術、戦術、編成

•	女性の役割と重要性

影響 •	征服、国境や王朝の変化

•	和平における成功と失敗

•	短期と長期の政治的影響

•	経済、社会、宗教、文化の変化

•	人口の変化と人口移動

このトピックの学習で使用できる例
以下の例はあくまでも提案です。これらの例を使って授業を行うこともできますが、教

師と生徒のニーズや興味に応じて別の適切な例を使うこともできます。

戦争の例：イングランドのノルマン征服（1066年）／イングランドとフランスの争い（1154

〜 1204年）／百年戦争（1337 〜 1453年）／バラ戦争（1455 〜 1487年）／十字軍（1095 〜

1291年）／モンゴル帝国帝位継承戦争（1260 〜 1264年）／アッバース朝のカリフ継承をめ

ぐるアミーンとマアムーンの争い（809 〜 813年）／セルジューク・東ローマ戦争（1046 〜

1308年）／クルム時代のブルガリア・東ローマ戦争／テパネカ人とアステカ人の争い（1428

〜 1430年）
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指導者の例：ヌールッディーン（1118 〜 1174年）／サラーフ・アッディーン（1137/1138

〜 1193年）／イングランド王リチャード１世（1157 〜 1199年）／イングランド王エド

ワード３世（1312 〜 1377年）／フランス王ルイ７世（1120 〜 1180年）／フランス王シャ

ルル５世（1338 〜 1380年）／チンギス・ハン（1162 年頃〜 1227年）／フビライ・ハン

（1215 〜 1294年）／ティムール（1336 〜 1405年）
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世界史トピック３：王朝と支配者（750 〜 1500年）

このトピックでは、王朝と王国、およびその支配者に焦点をあてます。これら支配者の地

位、権力、立場、さらには、どのようにして統治に至り、またその支配を保持したのかを

探究します。「王朝国家はどのようにして出現したのか」という問いが、このトピックの中

心を担います。支配者はそれぞれどのような権力を保持または主張したのでしょうか。ど

のように国家を統治し、支配を正当化したのでしょうか。それに伴ってどのような機構が

出現したのでしょうか。生徒は特定の王朝に言及することが要求され、試験の設問では、

世界の２つの異なる地域の例に言及するように要求されることがあります。

学習テーマ 指定の学習内容

王朝と支配者 •	個々の支配者たち：権力と支配の性質／目的と功績

•	支配を正当化、強化、維持するために用いられた方法

•	王朝、王国の拡張：拡張の理由／権力拡大のために用いられた方法

／侵略と入植

法、統治機関、行政 •	統治、行政の方法

•	宗教法と世俗法の影響

•	法の執行と解釈

•	役人の任務と役割／貴族やエリートの役割

挑戦 •	王朝および支配者の成功と失敗

•	権力に対する内部および外部からの挑戦とその方法

•	抵抗や政治的敵対勢力／対立関係と継承問題

このトピックの学習で使用できる例
以下の例はあくまでも提案です。これらの例を使って授業を行うこともできますが、教

師と生徒のニーズや興味に応じて別の適切な例を使うこともできます。

王朝の例：アッバース朝（750 〜 1258年）／ファーティマ朝（909 〜 1171年）／ザグウェ

朝（900 〜 1270年）／カロリング帝国（800 〜 888年）／宋朝（900 〜 1279年）／金朝

（1115 〜 1234年）／モンゴル帝国（1206 〜 1368年）／ムワッヒド朝（1120 年頃〜 1269年）

／第二次ブルガリア帝国（1185 〜 1396年）／キエフ大公国（882 〜 1283年）／クスコ王

国（1197 〜 1438年）／ベトナム陳朝（1225 〜 1400年）／トゥールーン朝（868 〜 905年）

／アイユーブ朝（1171 〜 1341年）／コムネノス王朝（1081 〜 1204 年）

支配者の例：カール大帝（768 〜 814年）／ティムール（1370 〜 1405年）／マティルダ

（1141年）／フランス王ルイ６世（1108 〜 1137年）／ハールーン・アッラシード（786 〜

809年）／後ウマイヤ朝のアブド・アッラフマーン３世（912 〜 961年）／「バルバロッサ

（赤髭王）」フリードリヒ１世（神聖ローマ皇帝、1155 〜 1190年）／東ローマ女帝テオド

ラ（1042 〜 1056年）／イツコアトル（1427 〜 1440年）／洪武帝（1368 〜 1398年）／バ

シレイオス２世（976 〜 1025年）／バイバルス（1260 〜 1277年）
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世界史トピック４：過渡期の社会（1400 〜 1700年）

このトピックでは、社会変化の探究に重点を置き、経済、社会、文化に劇的な変化が起

こった中世から近代への変遷期に焦点をあてます。生徒は特定の例に言及することが要求

され、試験の設問では世界の２つの地域の例に言及するように要求されることがあります。

学習テーマ 指定の学習内容

社会と経済の変化 •	変わりゆく社会構造と社会制度／社会における女性の役割

•	人口増加と人口移動

•	社会的少数者と先住民の待遇

•	経済の変化：貿易の発展と変化／商人と旅行者の役割と影響

文化的、知的変化 •	芸術活動、文化活動、知的活動

•	異文化間交流

•	科学と技術の発展／これらの発展がもたらした社会的、文化的影響

•	主な知識人や科学者が果たした役割とその重要性

宗教の変化 •	宗教と国家：相互作用と関係性／国家の支えとしての宗教／国家へ

の挑戦としての宗教

•	宗教の拡大と改宗

•	宗教分裂、宗教紛争、宗教的差別、宗教的迫害

このトピックの学習で使用できる例
以下の例はあくまでも提案です。これらの例を使って授業を行うこともできますが、教

師と生徒のニーズや興味に応じて別の適切な例を使うこともできます。

アフリカと中東：塩金貿易がアフリカの帝国の隆盛と衰退に及ぼした影響／エチオピア

のキリスト教芸術と建築／バントゥー系民族の移動／奴隷制がアフリカの経済と社会に

及ぼした影響／西アフリカとスワヒリ・コーストにおけるイスラーム教の普及

アジアとオセアニア：インド洋貿易／明朝の崩壊／日本の安土桃山時代（1568 〜 1600年）

南北アメリカ：南北アメリカの先住民族の扱い／大西洋をまたぐ貿易／奴隷制が南北アメ

リカの経済と社会に及ぼした影響

ヨーロッパ ： ルネサンス／啓蒙主義時代／グーテンベルクの印刷機（1450年）／封建制

の衰退／スペイン異端審問／宗教改革と対抗宗教改革／新たな航海計器などの発明が及

ぼした影響／コペルニクス、ケプラー、ニュートン、ガリレオなどの科学界の先駆者が及

ぼした影響
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世界史トピック５：近世の国家（1450 〜 1789年）

このトピックでは、近世の政治の変化に焦点をあてます。植民地帝国の建設と拡大、そ

れが植民地に及ぼした社会的、経済的、文化的影響を考察します。生徒は特定の例に言及

することが要求され、試験の設問では世界の２つの地域の例に言及するように要求される

ことがあります。

学習テーマ 指定の学習内容

権力と支配の性質 •	権力を強めた国家と衰退の道をたどった国家

•	統治の方法とモデル／政治構造や政治組織の変化の理由／国内政策

／臣民の扱い

•	個々の支配者たち：イデオロギー／支配の性質／野望と達成／正当

性／成功と失敗

権力の拡大 •	同化や統一化による領土拡大／領土拡大に対する政治的、経済的、宗

教的な動機／政治団体および統治の構造と方法

•	植民地や帝国的な拡大／領土拡大に対する政治的、経済的、宗教的

な動機／政治団体および統治の構造と方法

権力への挑戦と

紛争

•	領土内での権力維持のための方法／反対勢力への対処

•	支持と抵抗／権力への挑戦／挑戦はどの程度退けられたのか

•	対立関係と緊張／継承問題

•	植民地支配に対する挑戦：抵抗、反乱とその影響／植民地競争‐競

争と紛争

このトピックの学習で使用できる例
以下の例はあくまでも提案です。これらの例を使って授業を行うこともできますが、教

師と生徒のニーズや興味に応じて別の適切な例を使うこともできます。

アフリカと中東：オスマン帝国の中東と北アフリカへの拡大／サファヴィー朝ペルシア／

ソンガイ帝国（1464 年頃〜 1591年）／ベニン王国／アジュラン・スルタン国

南北アメリカ：ヌエバ・エスパーニャ副王領／北アメリカのイギリス植民地／植民地を

めぐる英仏の争い／イロコイ連邦／スペインによるインカ帝国侵攻／スペイン帝国への

挑戦と 1680年のプエブロの反乱

アジアとオセアニア：江戸幕府／初期の清朝／ムガル帝国／タイのアユタヤ王朝の拡大

と縮小

ヨーロッパ：オスマン帝国のヨーロッパへの拡大／ピョートル大帝統治下のロシア帝国

の拡大と再編成／ 1492年以降のグラナダ／ルイ 14 世統治下のフランス
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世界史トピック６：近世の戦争の原因と結果（1500 〜 1750年）

近世の時代、戦争の規模と領域が劇的に拡大し、火薬の普及などを受けて戦争行為の性

質にも大きな変化が起こりました。このトピックでは、近世の戦争や紛争の原因と結果、

およびこの時代の戦争行為について探究します。生徒は特定の戦争や紛争に言及すること

が要求され、試験の設問では世界の２つの地域の戦争や紛争の例に言及するように要求さ

れることがあります。試験の設問が異なる地域の戦争の例について議論することを要求し

ている場合は、地域をまたぐ戦争を特定の地域に関連させて論じることができますが、同

じ答案で同じ戦争を別の地域に関連させて論じることはできません。

学習テーマ 指定の学習内容

戦争、紛争の原因 •	イテオロギー的要因、政治的要因

•	経済的要因／資源をめぐる競争

•	宗教的要因

•	短期的要因、長期的要因

慣習と結果への影

響

•	指導者の役割とその重要性

•	人的および経済的な資源の動員

•	軍隊の編成、戦術：地上戦または海戦（およびその両方）

•	技術進歩の重要性

•	外国勢力の関与と影響

影響 •	和平調停の成功または失敗（およびその両方）

•	経済、政治、領土への影響

•	社会と宗教への影響

•	人口の変化と人口移動

このトピックの学習で使用できる例
以下の例はあくまでも提案です。これらの例を使って授業を行うこともできますが、教

師と生徒のニーズや興味に応じて別の適切な例を使うこともできます。

アフリカと中東：エチオピアとアダル・スルタン国の戦争（1529 〜 1543年）／オスマン

･マムルーク戦争（1516 〜 1517年）／モロッコによるソンガイ帝国侵攻（1591年）

南北アメリカ：アカディアの内戦（1640 〜 1645年）／「ビーバー戦争」（17世紀半ば）

／スペインによるアステカ帝国とインカ帝国の征服／プエブロの反乱（1680年）

アジアとオセアニア：ムガル帝国による征服／泰緬戦争（1547 〜 1549年）／日本の朝鮮

出兵（文禄・慶長の役／ 1592 〜 1598年）／清による明の征服

ヨーロッパ：オランダ独立戦争（八十年戦争、1568 〜 1648年）／三十年戦争（1618 〜

1648 年）／ロシア・スウェーデン戦争（1554 〜 1557年）／大北方戦争（1700 〜 1721年）

／イングランド内戦（1642 〜 1651年）
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世界史トピック７：産業化のはじまり、発展とその影響（1750 〜2005

年）

このトピックでは、産業化が社会経済に及ぼした大きな変化に焦点をあてます。産業化

の時期は国ごとに異なるため、指定の全期間（1750 〜 2005年）のうちどの時代を扱うか

は、どの例を学習するかによって変わってきます。このトピックの重点は、産業化のはじ

まりと発展、その影響を探究することです。試験のの設問では、世界の２つの異なる地域

から選択した例に言及するように要求されることがあります。

学習テーマ 指定の学習内容

産業化のはじまり •	産業化の理由および鍵となった要因／人的資源と天然資源／政治的

安定／インフラ

•	技術進歩が果たした役割とその重要性

•	個人が果たした役割とその重要性

主な発展がもたら

した影響とその意

義

•	輸送手段の発展

•	エネルギーと電力に関係した発展

•	技術進歩の影響：天然資源の搾取／新しい製品の登場

•	生産方法の変化：大量生産

•	通信手段の発展

産業化がもたらし

た社会的、政治的

影響

•	都市化および都市と工場の成長

•	労働条件／労働組織

•	政治的代表／産業化への抵抗

•	生活水準への影響／疫病と平均寿命／娯楽／リテラシーとメディア

このトピックの学習で使用できる例
以下の例はあくまでも提案です。これらの例を使って授業を行うこともできますが、教

師と生徒のニーズや興味に応じて別の適切な例を使うこともできます。
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国の例：

•	アフリカと中東：エジプト、南アフリカ

•	南北アメリカ：アルゼンチン、アメリカ合衆国、カナダ

•	アジアとオセアニア：日本、インド、オーストラリア

•	ヨーロッパ：イギリス、ドイツ、ロシアまたはソ連

技術進歩の例：燃焼機関／蒸気発電および蒸気機関／ガス照明／発電／鉄生産／綿糸紡

績の機械化／硫酸の生産／鋼鉄の生産とベッセマー法／原子力／情報技術の発展

重要な人物の例：トーマス・エジソン／ライト兄弟／チャールズ・バベッジ／アンド

リュー・カーネギー／コーネリアス・ヴァンダービルト／アレクサンダー・グラハム・ベ

ル／ヘンリー・フォード／リチャード・アークライト／マイケル・ファラデー／ジェーム

ズ・ワット／ジャン＝ジョゼフ・エティエンヌ・ルノアール／ティム・バーナーズ＝リー
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世界史トピック８：独立運動（1800 〜 2000年）

このトピックでは、19世紀と20世紀に出現した新たな国家に焦点をあてます。独立運動

のはじまりと発展、成功の理由、新たな国家が最初の10年間に直面した課題、またこれら

の課題に対する取り組みについて探究していきます。試験のの設問では世界の２つの異な

る地域から選択した独立運動について言及するように要求されることがあります。生徒が

指定の学習内容のすべての側面を有意義に比較できるようになるため、少なくとも３つの

独立運動を学習することが推奨されます。なお、このトピックの焦点は、外国勢力からの

独立を求めた独立運動であることに留意してください。このためポーランドの「連帯」運

動などは、このトピックの例としては適切ではありません。

学習テーマ 指定の学習内容

独立運動のはじま

りと発展（独立達

成に至るまで）

•	独立運動の発展：ナショナリズムと政治イデオロギーが担った役割

とその相対的重要性

•	独立運動の発展：宗教、民族、社会的要員、経済的要因が担った役

割とその相対的重要性

•	独立運動の原因や「促進剤」としての戦争

•	独立運動の発展を促進したその他の内的および外的要因

独立運動の手段と

成功の理由

•	独立達成のための手段（暴力的方法、非暴力的方法を含む）

•	独立運動における指導者の役割と重要性

•	独立運動の成功におけるその他の要因の役割と相対的重要性

新国家が最初の10

年間に直面した課

題とそれに対する

取り組み

•	課題：政治問題／民族運動／分離独立運動

•	社会、文化、経済面の課題

•	これらの課題に対する取り組みとその効果

このトピックの学習で使用できる例
以下の例はあくまでも提案です。これらの例を使って授業を行うこともできますが、教

師と生徒のニーズや興味に応じて別の適切な例を使うこともできます。

アフリカと中東：ベン・ベラとアルジェリア／エンクルマとガーナ／ケニヤッタとケニ

ア／ムガベとローデシア（ジンバブエ）

南北アメリカ：ホセ・マルティとキューバ／ホセ・デ・サン・マルティンとリオ・デ・

ラ・プラタ副王領／ボリバルと大コロンビア／デサリーヌとハイチ

アジアとオセアニア：ネルー／ガンディーとインド／ジンナーとパキスタン／ソマレとパ

プアニューギニア／ホー・チ・ミンとベトナム

ヨーロッパ：コロコトロニスとギリシャ／コシュート・ラヨシュとハンガリーにおける

二重帝国の成立（1867 年）／マイケル・コリンズ／エイモン・デ・ヴァレラとアイルラ

ンド
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世界史トピック９：民主主義国家の出現と発展（1848 〜 2000年）

このトピックでは、19世紀半ばから20世紀終わりにかけての複数政党制の民主主義国家

の発展を扱います。このトピックの重点は、1848 年以降の民主主義国家の出現と、それら

国家が民主主義的活動を維持、拡大しようとした際（失敗に終わった場合も含む）に直面

した課題について探究することです。また、社会、経済、政治に関する問題への取り組み

と、憲法上の権利の拡大についても探究します。試験答案では、特定の民主主義国家に言

及することが要求され、いくつかの設問では世界の２つの異なる地域に属する国家につい

て論じるように要求されることがあります。生徒が指定の学習内容のすべての側面を有意

義に比較できるようになるため、少なくとも３つの民主主義国家を学習することが推奨さ

れます。

学習テーマ 指定の学習内容

民主主義国家の	

出現

•	民主改革を求める動きが高まった要因：戦争の余波と政治的激変／

政治的、社会的、経済的要因／外部からの影響

•	指導者の役割と重要性

•	政党、憲法、選挙制度の発展／民主主義の出現に伴う、これらの発

展の意義と影響

民主主義国家の	

発展

•	民主主義国家の発展に影響を及ぼした要因：移民／イデオロギー／

経済勢力／外国からの影響

•	国内の危機への対処とその影響

•	平等実現のための闘い：参政権運動／市民抗議運動

政策のねらいと結

果

•	社会経済に関連する政策と改革：教育／社会福祉／女性や社会的少

数者に対する政策／富の分配

•	社会的および経済的政策の変化がもたらした国民への影響

•	文化面での影響／芸術とメディアにおける表現の自由

このトピックの学習で使用できる例
以下の例はあくまでも提案です。これらの例を使って授業を行うこともできますが、教

師と生徒のニーズや興味に応じて別の適切な例を使うこともできます。

アフリカと中東：南アフリカ、イスラエル、レバノン、ガーナ

南北アメリカ：アルゼンチン、メキシコ、ベネズエラ、チリ

アジアとオセアニア：インド、日本、マレーシア、オーストラリア

ヨーロッパ：スペイン、イタリア、ドイツ、チェコ共和国、ポーランド
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世界史トピック10：独裁主義的国家（20世紀）

このトピックでは、20世紀に独裁主義的国家の出現を促進した要因と、政党や指導者が

権力を掌握しそれを維持するために用いた方法に焦点をあてます。権力の出現、強化、維

持について、また指導者の国内政策と外交政策が権力維持にどのような影響をもたらした

のかを探究します。試験答案では特定の独裁主義的国家に言及することが要求され、いく

つかの設問では世界の２つの異なる地域に属する国家について論じるように要求されるこ

とがあります。生徒が指定の学習内容のすべての側面を有意義に比較できるようになるた

め、少なくとも３つの独裁主義的国家を学習することが推奨されます。

学習テーマ 指定の学習内容

独裁主義的国家の

出現

•	独裁主義的国家が出現するに至った状況：経済的要因／社会的分裂

／戦争の影響／政治制度の脆弱性

•	独裁主義的国家の設立のために用いられた方法：説得と強制／指導

者の役割／イデオロギー／武力の行使／プロパガンダ

権力の強化と維持 •	法的手段の使用／武力の行使／カリスマ的指導力／プロパガンダ

•	反対勢力の性質と規模、および反対勢力への対処

•	外交政策の成功と失敗が権力の維持に及ぼした影響

政策のねらいと	

結果

•	国内政策のねらいと影響／政治、文化、社会面の政策

•	政策が女性や社会的少数者に与えた影響

•	独裁的支配とその達成の度合い

このトピックの学習で使用できる例
以下の例はあくまでも提案です。これらの例を使って授業を行うこともできますが、教

師と生徒のニーズや興味に応じて別の適切な例を使うこともできます。

アフリカと中東：タンザニア‐ニエレレ／エジプト‐ナーセル／イラク‐サッダーム・

フセイン／ケニア‐ケニヤッタ／ウガンダ‐アミン

南北アメリカ：アルゼンチン‐ペロン／キューバ‐カストロ／チリ‐ピノチェト／ハイ

チ‐デュヴァリエ／ニカラグア‐ソモサ

アジアとオセアニア：中国‐毛沢東／インドネシア‐スカルノ／パキスタン‐ジア＝ウ

ル＝ハク／カンボジア‐ポル・ポト

ヨーロッパ：ドイツ‐ヒトラー／ソ連‐レーニンとスターリン／イタリア‐ムッソリー

ニ／スペイン‐フランコ／ポーランド‐ピウスツキ



シラバスの内容

「歴史」指導の手引き42

世界史トピック11：20世紀の戦争の原因と影響

このトピックでは、20世紀の戦争の原因、過程、影響に焦点をあてます。戦争が起こっ

た原因や、戦争の種類と使用された技術などを含む戦争の行われ方、そしてこれらの要因

が結果に及ぼした影響について探究します。試験答案では20世紀に起こった特定の戦争に

言及することが要求され、いくつかの設問では世界の２つの異なる地域の戦争について論

じるように要求されることがあります。このトピックで学習する例には、第一次世界大戦

や第二次世界大戦のようにＤＰの「歴史」の地域区分をまたいで起きた戦争が含まれてい

ます。試験の設問が異なる地域の戦争の例について議論することを要求している場合は、

地域をまたぐ戦争を特定の地域に関連させて論じることができますが（例：太平洋におけ

る第二次世界大戦）、同じ答案で同じ戦争を別の地域に関連させて論じることはできません

（例：ヨーロッパにおける第二次世界大戦）。

学習テーマ 指定の学習内容

戦争の原因 •	経済、イデオロギー、政治、領土に関連する原因とその他の原因

•	短期的要因と長期的要因

慣習と結果への影

響

•	戦争の種類：内戦／国家間の戦争／ゲリラ戦

•	技術開発／陸上、海戦、空戦

•	人と経済資源の動員の度合い

•	外国勢力の関与や影響

影響 •	和平調停の成功と失敗

•	領土変更

•	短期および長期の政治的影響

•	経済、社会、人口への影響／女性の役割や地位の変化

このトピックの学習で使用できる例
以下の例はあくまでも提案です。これらの例を使って授業を行うこともできますが、教

師と生徒のニーズや興味に応じて別の適切な例を使うこともできます。
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アフリカと中東：アルジェリア戦争（1954 〜 1962年）／ナイジェリア内戦（1967 〜 1970

年）／イラン・イラク戦争（1980 〜 1988年）／北イエメン内戦（1962 〜 1970年）／第一

次湾岸戦争（1990 〜 1991年）

南北アメリカ：チャコ戦争（1932 〜 1935年）／フォークランド（マルビナス）紛争（1982

年）／メキシコ革命（1910 〜 1920年）／コントラ戦争（1981 〜 1990年）

アジアとオセアニア：国共内戦（1927 〜 1937、1946 〜 1949年）／ベトナム戦争（1946

〜 1954、1964 〜 1975年）／印パ戦争（1947 〜 1949、1965、1971年）

ヨーロッパ：スペイン内戦（1936 〜 1939年）／バルカン戦争（1990年代）／ロシア内戦

（1917 〜 1922年）／アイルランド独立戦争（1919 〜 1921年）

地域をまたぐ戦争：第一次世界大戦（1914 〜 1918年）／第二次世界大戦（1939 〜 1945

年）／日露戦争（1904 〜 1905年）
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世界史トピック12：冷戦：超大国間の緊張と対立（20世紀）

冷戦は、第二次世界大戦の終了から1990年代前半にかけての世界情勢に大きな影響を及

ぼしました。このトピックでは、なぜ超大国間の対立関係が停滞せず、指導者のスタイル

やイデオロギー的信条の強さ、経済要因、依存国の危機状況などに応じて変化したのかに

焦点をあてます。冷戦の指導者と関係国、および複数の地域の危機について学習すること

を義務づけ、それにより国際的な視点から冷戦を理解するよう促すのが、このトピックの

ねらいです。試験の設問では世界の２つの異なる地域の例について論じるように要求され

ることがあります。

学習テーマ 指定の学習内容

対立関係、不信、

和解

•	同盟の破綻とヨーロッパおよびアジアの超大国間対立の出現（1943

〜 1949年）：イデオロギーが果たした役割／恐怖と敵意／経済的関心

／アメリカとソ連が果たした役割の比較

•	アメリカ、ソ連、中国の超大国間の関係（1947 〜 1979年）：封じ込

め／平和共存／中ソ関係と米中関係／デタント

•	対立と和解、冷戦終結の理由（1980 〜 1991年）：イデオロギーの対

立と不一致／経済問題／軍拡競争

指導者と国家 •	２人の指導者（異なる地域から選択）が冷戦の過程に及ぼした影響

•	冷戦の緊張が世界の２つの異なる地域の国に及ぼした経済的、社会

的、文化的影響

冷戦が引き起こし

た危機

•	冷戦が引き起こした危機の事例研究：異なる地域の２つの危機の詳

細な事例研究：２つの危機の原因、影響、重要性の考察と比較

このトピックの学習で使用できる例
以下の例はあくまでも提案です。これらの例を使って授業を行うこともできますが、教

師と生徒のニーズや興味に応じて別の適切な例を使うこともできます。
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指導者の例

トルーマン、スターリン、フルシチョフ、ニクソン、毛沢東、カストロ、ブレジネフ、レー

ガン、ゴルバチョフ、ナーセル、ブラント

冷戦が引き起こした危機の例

アフリカと中東：スエズ危機（1956年）／コンゴ（1960 〜 1961年）／アンゴラ内戦（1975

年）

南北アメリカ：キューバ危機（1962年）／アメリカのチリ介入（1973年）／コントラ戦争

（1981 〜 1990年）

アジアとオセアニア：沖合群島危機（1954、1958年）／北朝鮮の韓国侵攻（1950年）／

ソ連のアフガニスタン侵攻（1979年）

ヨーロッパ：ベルリン封鎖（1948 〜 1949年）／ベルリンの壁（1958 〜 1961年）／ハン

ガリー（1956年）／プラハの春（1968年）／ソ連と東ヨーロッパ（1981 〜 1989年）
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ＨＬ選択項目
「ＨＬ選択項目」は、特定地域の歴史を掘り下げて学習する機会をもたらします。教師

は、以下の４つの「ＨＬ地域選択項目」から１項目を選択してください。

•	アフリカと中東の歴史

•	南北アメリカの歴史

•	アジアとオセアニアの歴史
＊

•	ヨーロッパの歴史

どの地域を選択した場合も、各地域に用意された18のセクションから３セクションを選

択して学習する必要があります。

＊日本語の評価では、地域選択項目として「アジアとオセアニアの歴史」、「ヨーロッパの歴史」のみが提

供されます。
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ＨＬ選択項目１：アフリカと中東の歴史

用意された 18 のセクションから、学習対象として３つのセクションを選択してください。な

お、試験問題は、「指導の手引き」に記載のある人物と出来事以外からは出題されません。

日本語で提供される試験は「アジアとオセアニアの歴史」、「ヨーロッパの歴史」のみで

す。このため、「アフリカと中東の歴史」の内容は、日本語版の「指導の手引き」には含ま

れていません。この項目についての詳しい情報は、英語版の「指導の手引き」を参照して

ください。

図４

アフリカと中東の地図
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ＨＬ選択項目２：南北アメリカの歴史

用意された 18 のセクションから、学習対象として３つのセクションを選択してください。な

お、試験問題は、「指導の手引き」に記載のある人物と出来事以外からは出題されません。

日本語で提供される試験は「アジアとオセアニアの歴史」、「ヨーロッパの歴史」のみで

す。このため、「南北アメリカの歴史」の内容は、日本語版の「指導の手引き」には含まれ

ていません。この項目についての詳しい情報は、英語版の「指導の手引き」を参照してく

ださい。

図５

南北アメリカの地図
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ＨＬ選択項目３：アジアとオセアニアの歴史

後述の18のセクションから、 学習対象として３つのセクションを選択してください。な

お、試験問題は、この「指導の手引き」に記載のある人物と出来事以外からは出題されま

せん。

図６

アジアとオセアニアの地図



シラバスの内容

「歴史」指導の手引き50

１：貿易と交流：中世の世界におけるシルクロード（750 〜 1500 年）
このセクションでは、750年から1500年までの期間に焦点をあて、「シルクロード」と呼

ばれた一連の交易路について学習します。シルクロードが果たした役割を、地域間の貿易

の促進という観点からだけではなく、思想や文化の伝播という観点からも考察します。モ

ンゴル帝国がシルクロードに対して及ぼした影響と、15世紀のシルクロードの衰退と分断

の原因が、このセクションの重要な要素となります。

•	唐の時代のシルクロード

•	東西を結ぶ道：地域間の貿易／旅行者と探検家／商人／宣教師と巡礼者／イブン・

バットゥータとマルコ・ポーロ

•	モンゴル帝国支配下での貿易の拡大：モンゴルの拡大とモンゴル帝国が貿易の再建

と拡大に果たした役割／モンゴル帝国の政治的中心地の確立／ティムーム／サマ

ルカンド

•	政治と文化の融合：それまで孤立して存在していた遊牧民社会のつながり／異なる

区域の政治的統合

•	文化の相互関係と文化交流：宗教思想と芸術の伝播

•	15世紀の衰退の原因／海上貿易の発展／モンゴル帝国滅亡後の政治的、文化的、経

済的な統一性の弱まりと崩壊

２：日本の武家時代（1180 〜 1333 年）
このセクションは、鎌倉時代の日本と、この時代に拡大した武士の役割に焦点をあてま

す。武士の政治的影響力の高まりのほか、武士の生活の特徴や武士が日本の社会と文化に

与えた影響を探究します。このセクションでは、対立する氏族の間で起こった国内の戦い

と、13世紀後半に日本侵攻を図ったモンゴル帝国の元朝という国外勢力との戦いの両方を

学習します。

•	源平合戦（治承・寿永の乱）（1180 〜 1185年）の原因と結果、鎌倉幕府の成立

•	源氏支配下での武士の役割の拡大／武力と経済力の増大／朝廷から武家政権へ／

立法における役割

•	氏族間の争い

•	初の武家政権の成立／天皇の権力の衰退

•	武士の生活：侍の精神および倫理規定である「武士道」／集団への忠誠と規律の重

視／仏教の影響／武士の武器と甲冑／武家の女性の役割

•	武士が日本の社会と文化に与えた影響

•	元寇と「神風」（1274、1281年）

３：東アジアと東南アジアにおける探検、貿易、交流（1405 〜 1700年）
このセクションは、ヨーロッパと東アジア諸国がこの地域で行った探検の理由と影響に

焦点をあてます。入植者たちが先住民社会に与えた影響に重点を置きながら、ヨーロッパ

諸国による初期の入植について学習します。また、中国と日本の「内向化」および鎖国政
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策の背後にある動機についても考察していきます。このセクションは、貿易に重点を置き

ますが、社会面および文化面での交流や相互作用についても学習することが求められます。

•	中国の「外への関心」：中国の造船計画／「朝貢船」／皇帝の船団の設立／鄭和の

大航海／海外貿易の増加

•	日本の「外への関心」：ポルトガルとの貿易の確立（1543年）／他のヨーロッパ諸

国からの交易商人の到来／宣教師

•	インド‐ヨーロッパ間の貿易開始の重要性とその影響：ヴァスコ・ダ・ガマ（1498

年）／マラッカ王国占領（1511年）／マゼランの航海（1519年）

•	スペイン人、ポルトガル人、フランス人、オランダ人、イギリス人の遠征の理由と

影響、およびその入植の性質／ヨーロッパからの入植者が先住民に与えた影響／社

会、宗教、文化の交流／人口と領土の変化

•	中国の「内向化」：中国の孤立主義の高まり／孤立政策／外航船の破壊（1525年）

をはじめとする船への制限

•	日本の「内向化」：17世紀の日本の孤立主義／外国人の出入国を制限した鎖国政策

／貿易と商業に対する厳しい規制／４つの「玄関口」の設立

•	孤立政策が中国と日本に与えた社会的、政治的、経済的影響

４：ムガル帝国の隆盛と衰退（1526 〜 1712年）
このセクションでは、インド亜大陸にヨーロッパ人が到来する前の最後の王朝について

詳しく学習します。権力の掌握と強化、およびムガル支配に対する反対勢力について考察

していきます。このセクションは、バーブルによってムガル帝国が建国された 1526 年から

バハードゥル・シャー１世が死去した1712年までの期間を扱います。

•	ムガル帝国の起源と隆盛：バーブルとフマーユーン

•	インド亜大陸におけるムガル支配の強化：国内政策、軍事政策、宗教政策、経済政

策、文化政策

•	ムガル帝国の指導者それぞれの重要性：アクバル、シャー・ジャハーン１世、アウ

ラングゼーブ

•	ムガル帝国の宗教間の協調と対立がもたらした影響

•	国内の抵抗の理由と影響

•	社会面、文化面、経済面の功績

•	ムガル帝国衰退の内的要因と外的要因

５：東南アジアの植民地主義とナショナリズムの発展（1750 年頃〜 1914年）
このセクションは、ヨーロッパとアメリカ合衆国の帝国主義体制と植民地化政策が東南

アジアの先住民社会と政治システムに与えた影響に焦点をあてます。東南アジアへの植民

地拡張の理由と、植民地化の性質および影響について分析します。また、植民地制度や、

現地の人々の入植者に対する反応の類似点と相違点、さらにナショナリズムの高まりを導
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いた要因も検証していきます。セクションの最後には、第一次世界大戦の勃発までにこれ

らの国々でどの程度ナショナル・アイデンティティーが形成されたかを考察します。

•	オランダ領東インドにおけるオランダ植民地制度の政治構造と経済的、社会的、文

化的影響：ナショナリズムの形成／強制栽培制度／自由主義政策／オランダ東イン

ド会社の衰退／オランダ国家による管理の強化と倫理政策の導入（1901年）

•	インドシナにおけるフランス植民地制度の政治構造と経済的、社会的、文化的影

響：ナショナリズムの形成／フランス領インドシナの成立（1887年）を導いた要因

•	フィリピンにおけるスペイン植民地制度の政治構造と経済的、社会的、文化的影

響：ナショナリズムの形成／フィリピン独立革命の原因と影響（1896年）／リサー

ル、ボニファシオ、アギナルドが果たした役割の重要性

•	フィリピンとアメリカ合衆国：米西戦争（1898 年）／アメリカ合衆国による植民地

支配

•	インドネシア、フィリピン、インドシナにおけるナショナリズムの高まり

•	シャム王国／独立維持の内的要因と外的要因／ラーマ４世（モンクット）／ラーマ

５世（チュラロンコン）

６：インド、アフガニスタン、ビルマ（1750 〜 1919年）
このセクションは、ヨーロッパ帝国主義のインド亜大陸とその周辺国への進出と、その結

果生じたイギリス、フランス、ロシアの対立に焦点をあてます。この地域への進出の理由

と、最終的に統治権を得たイギリスによる支配の性質と影響について分析します。また、

イギリス支配に対する抵抗運動の成功と失敗についても考察していきます。

•	イギリス東インド会社の拡大：プラッシーの戦い（1757年）／マラーター戦争／マ

イソール戦争

•	インドにおけるイギリス植民地制度の経済的、社会的、文化的影響／イギリス東イ

ンド会社の役割（1773 〜 1857年）／ジェームズ・ラムゼイ（初代ダルハウジー侯

爵）とウィリアム・ベンティンクによる政策の影響

•	インド大反乱（1857年）の原因／インド大反乱が招いた政治的、社会的、経済的結果

•	1858年から 1914年までの主要な展開：インド統治法（1858年）／ベンガル分割（1905

年）／インド参事会法（モーリー＝ミント改革）（1909年）／第一次世界大戦の勃

発／イギリス領インド帝国の社会的、経済的影響

•	合憲団体の発展とその重要性／「国民意識」の高まり／インド国民会議（1885年）

と全インド・ムスリム連盟（1906年）

•	アフガニスタン：イギリスとロシアの対立／「グレート・ゲーム」／北西辺境州／

第一次、第二次、第三次アングロ・アフガン戦争／ アフガニスタン王家の政策／

イギリスによる影響への抵抗

•	ビルマ：ミンドン王／ティーボー王／独立性の喪失の理由／第一次、第二次、第三

次英緬戦争／ビルマにおけるイギリス植民地制度の経済的、社会的、文化的影響／

抵抗運動とナショナリズムの高まり
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７：伝統的な東アジア社会への挑戦（1700 〜 1868年）
このセクションは、18世紀半ばから19世紀半ばまでの「帝国」としての中国と日本に

焦点をあて、これらの国が欧米列強の到来とそれに伴った貿易、外交代表、市民権の要求

といった問題にどのように対処したかを考察していきます。欧米列強の到来と同時期に起

こった国内の社会および経済の変化は、中国と日本の既存政権の権力維持に圧力をかける

ことになりました。

•	清朝の皇帝支配の性質と構造／乾隆帝

•	国内からの挑戦の原因と結果／白蓮教徒の乱

•	中国の朝貢制度と西洋の貿易使節団

•	第一次、第二次アヘン戦争の原因と結果／不平等条約

•	太平天国の乱：太平天国の盛衰の理由／中国社会への影響

•	徳川幕府支配下における日本の社会と経済／変化と不満を生んだ原因

•	国内からの挑戦／社会、経済の変化と不満の理由

•	幕末日本の政治的、社会的、経済的危機（1853 〜 1868年）／ペリー来航の影響／

徳川幕府の衰退の理由

８：オセアニアにおけるイギリスの植民地主義と	
　　ナショナル・アイデンティティーの出現（1788 〜 1919年）
このセクションは、19世紀半ばから20世紀前半にかけてのオーストラリア、ニュージー

ランド、太平洋諸島におけるイギリスの植民地支配の理由と性質に焦点をあてます。入植

者が先住民社会に与えた影響の大きさと性質について、さらに入植者と先住民の対立の理

由を考察していきます。セクションの最後には、オーストラリアとニュージーランドの発

展における第一次世界大戦の重要性について分析します。

•	先住民社会と初期の植民地移住による影響／ワイタンギ条約（1840年）

•	入植計画／オーストラリアとニュージーランドへの移住／初期の植民地移住／土

地分配／牧畜社会／スクオッターと土地選択法

•	先住民と入植者の間の緊張関係の理由と影響

•	ゴールドラッシュの社会的、経済的影響／都市の発展／労働運動の出現

•	憲法の発展／ナショナル・アイデンティティーの高まり／オーストラリア連邦結成

運動／オーストラリア連邦憲法制定会議／自治領としての地位の獲得（1901 年オー

ストラリア、1907年ニュージーランド）

•	第一次世界大戦がオーストラリアとニュージーランドに与えた政治的、社会的、経

済的影響／オーストラリア・ニュージーランド軍団（ＡＮＺＡＣｓ）／ガリポリの

重要性

•	太平洋諸島におけるイギリスの統治の性質と影響
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９：東アジアの初期の近代化と帝国の衰退（1860 〜 1912年）
このセクションは、19世紀半ばから20世紀初頭までの中国と日本の歴史的展開に焦点

をあてます。まずは、中国においてほぼ不成功に終わった近代化と改革について考察しま

す。保守派と大衆による変化への抵抗は、洋務運動や戊戌の変法の頓挫、義和団事件の発

生からもうかがえます。一方で、中国とは対照的に、日本はこの時期に急速な近代化に成

功し、アジアのなかで欧米列強の権力に対抗する国家へと成長しました。

•	同治中興と洋務運動（1861 〜 1894年）／愛新覚羅奕訢／西太后

•	日清戦争敗北の影響（1894 〜 1895年）／光緒帝と戊戌の変法（1898年）

•	義和団事件（1900 〜 1901年）／清朝末期の改革（1901 〜 1911 年）

•	孫文と辛亥革命（1911年）の原因／革命失敗の理由

•	明治維新の原因（1868年）／大日本帝国憲法（1889年）

•	明治時代の日本の社会、文化、経済の発展

•	日本の軍事力増強／日清戦争（1894 〜 1895年）と日露戦争（1904 〜 1905年）の勝

利／地域への影響

•	朝鮮の鎖国：閔妃／開国（1876年）／甲午農民戦争（1894年）／日本の韓国併合

（1910年）

10：インドのナショナリズムと独立（1919 〜 1964年）
このセクションは、第一次世界大戦の終結、独立の達成、そして国家の発展へと推移し

た1919年から1964年までのインドのナショナリズムに焦点をあてます。鍵となった団体や

人物の重要性、インド亜大陸の分離独立の原因、さらに分離独立後にインド国家の権力を

強化した国内政策について分析します。

•	主要な政治的展開の影響：第一次世界大戦の余波／アムリットサル事件（1919年）

／インド統治法（1919年）／サイモン委員会（1928年）／英印円卓会議（1930 〜

1932年）／ 1935年のインド統治法に対する反応

•	主な団体および人物が果たした役割とその重要性：インド国民会議と全インド・ム

スリム連盟／マハトマ・ガンディー／ジャワハルラール・ネルー／ジンナー

•	独立闘争／非協力運動／不服従運動／塩の行進（1930年）／クイット・インディア

運動（1942年）

•	イスラーム分離主義の拡大／「二民族論」／ラホール決議（1940年）

•	第二次世界大戦の影響：スバス・チャンドラ・ボース／クリップス使節団（1942

年）／イギリス権力の弱体化／マウントバッテン／独立の達成／インド亜大陸の分

離独立（1947年）の理由

•	独立後のインド：民族紛争と宗教紛争／藩王国／カシミール／ネルーの国内政策の

成功と失敗
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11：日本（1912 〜 1990年）
このセクションでは、明治時代終焉後の日本と、当時の日本が議会制民主主義制度の確立

に失敗した理由を学習します。また、満州と中国での侵略行為を引き起こすこととなった

軍国主義と過激なナショナリズムの台頭、そして「大東亜共栄圏」と呼ばれる東アジア、

東南アジア、太平洋にまたがる大日本帝国の建設の試みについても探究します。

•	第一次世界大戦と戦後会議の影響：パリ講和条約（1919 年）／ワシントン会議（1921

〜 1922 年）

•	大正デモクラシー：自由主義的価値観の発展と二大政党制の出現

•	軍国主義および過激なナショナリズムの台頭の理由とその影響：軍の政治的影響力

の増大／政治クーデターと暗殺

•	満州事変（1931年）と中国侵略（1937年）／欧米諸国との関係への影響／日独伊三

国同盟（1940年）／アメリカ合衆国の禁輸措置（1940年）

•	日本と太平洋戦争（1941 〜 1945年）：パールハーバー (真珠湾 )奇襲の決定／初期

段階の成功／敗北の理由

•	アメリカ合衆国の占領（1945 〜 1952年）：社会的、政治的、文化的変化／「逆コー

ス」（1950年）

•	日本の「経済の奇跡」（高度経済成長）の理由／グローバル化による社会面、文化

面、経済面の影響

12：中国と朝鮮（1910 〜 1950年）
このセクションは、1910年から1950年にかけての中国と朝鮮に焦点をあてます。中華

民国成立後の中国で起きたナショナリズムと共産主義の台頭、さらに1910年の韓国併合に

よって正式化され、日中戦争の間にさらに圧政的になった、日本による朝鮮支配の性質に

ついて考察します。セクションの最後には、国共内戦で中国共産党はなぜ勝利したのか、

そして中国国民党にとってこの敗北が何を意味したのかについて考察します。

•	中国のナショナル・アイデンティティーの形成：袁世凱／孫文／対華21カ条要求

（1915年）／新文化運動／ヴェルサイユ条約（1919年）／五四運動（1919年）／軍

閥主義の影響

•	中国国民党の統治：中国国民党の統率力とイデオロギー／蒋介石／「南京十年」

（1927 〜 1937年）の間の国内政策の成功と失敗

•	中国における共産主義の台頭の政治的、軍事的、社会的原因（〜 1936 年）：農民の

生活状況／第一次国共合作／上海クーデター（1927年）／延安／江西ソヴィエト

（1931 〜 1934 年）／長征（1934 〜 1935 年）／毛沢東による指導

•	日中戦争の政治的、軍事的、社会的影響（1937 〜 1945年）／国共内戦（1946 〜

1949年）と中国共産党の勝利の理由：政治的、経済的、軍事的な要因

•	日本による朝鮮支配の影響：韓国併合（1910年）の社会的、政治的、経済的影響／

日中戦争の朝鮮への影響：日本による強制労働と徴兵／慰安婦／朝鮮半島の38度線

による分割（1945年）
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•	台湾と中華民国：蒋介石による統治の成立：戒厳令（1949年）／白色テロ（1950

年）／台湾独立運動のはじまり

13：東南アジアにおける第二次世界大戦の影響
このセクションは、第二次世界大戦が東南アジアにもたらした変化に焦点をあてます。

第二次世界大戦で植民地保有国が日本に敗北したことによりヨーロッパ列強の威信が失墜

し、これによって民族主義者たちは独立を主張する機会を得ることになりました。

•	戦争初期に日本が東南アジアで収めた勝利の理由と影響（1940 〜 1942年）

•	日本による占領の性質と影響

•	オランダ領東インド（インドネシア）での戦争中に発展したナショナリズムと独立

運動が果たした役割／インドシナ（ベトナム）／マラヤ：抵抗と協調

•	指導者の出現と影響：スカルノ／ホー・チ・ミン／トゥンク・アブドゥル・ラー

マン

•	インドネシア独立（1949年）の理由

•	東南アジアの任意の１国の事例研究（このセクションですでに記載のある国以外か

ら選択）：第二次世界大戦の政治、社会、経済への影響

14：中華人民共和国（1949 〜 2005年）
このセクションでは、中国共産党の統治下の中国に焦点をあて、毛沢東指導下の共産党

がその支配と社会主義国構想を拡大することによって生じた大きな変化について学習しま

す。国内政策が政治、社会、および経済に及ぼした影響に重点を置き、さらには毛沢東の

死後の中国経済の近代化についても考察します。

•	毛沢東指導下での共産主義国家の確立（1949 〜 1961年）／主要な政策／土地改革

／整風運動／百花斉放百家争鳴（1956年）

•	社会主義への移行／経済発展の成功と失敗（1949 〜 1961年）／第一次五カ年計画

／大躍進政策 (第二次五カ年計画 )

•	社会の発展／女性の権利／保健／教育

•	文化大革命：理由／「四人組」／政治、社会、文化への影響

•	外交政策と外交問題（1949 〜 1976年）／米中関係／中ソ関係の確立と破綻／地域

大国および世界の大国としての中国

•	毛沢東の死後の権力闘争／華国鋒／鄧小平の復活と「四人組」の打倒

•	鄧小平指導下の中国（1976 〜 1997年）／経済の発展／「四つの近代化」／政治展

開／天安門事件（1989年）の原因と結果／江沢民
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15：アジアの冷戦
このセクションは、第二次世界大戦後のアジアにおける冷戦と共産主義の影響に焦点を

あてます。マラヤ、朝鮮半島、ベトナム、カンボジア、アフガニスタンで紛争が勃発した理

由と、これらの紛争の性質、および外国勢力の関与の重要性について考察します。また、

これらの紛争がその後10年にわたって及ぼした影響についても分析します。

•	マラヤ危機（1948 〜 1960年）／マラヤ共産党／イギリス（イギリス連邦）の反応

／紛争の性質／解決と「遺産」

•	朝鮮半島：朝鮮戦争（1950 〜 1953年）：原因／紛争の性質／国際社会の関与／結果

／朝鮮半島の政治と経済への影響

•	ベトナム：ベトナム独立同盟会（ベトミン）／ホー・チ・ミン／第一次インドシナ

戦争（1946 〜 1954年）／ベトナム戦争（1956 〜 1975年）：原因／戦争の性質／国

際関与／結果／ベトナムの政治経済への影響

•	カンボジア：シハヌークによる支配の失敗／クメール・ルージュのイデオロギー／

ポル・ポト／ベトナム戦争の影響／クメール・ルージュ政権の性質と影響／ベトナ

ムによるカンボジア侵攻と内戦／国際社会の反応／ 1993年の選挙

•	アフガニスタン：ソ連のアフガニスタン侵攻（1979年）の理由と影響／紛争の性質

／国際関与／ソ連軍の撤退（1989年）／内戦（1989 〜 1992年）

16：1947 年以降の南アジアの発展と課題
このセクションは、1947年以降の南アジアの歴史に焦点をあて、新たに建設された国家

であるパキスタン、バングラデシュ、セイロン（スリランカ）が直面した課題と、これら

に対して政府や指導者がとった異なるアプローチについて考察します。また、この地域に

おける紛争の理由と影響についても学習します。

•	ネルー指導下の外交政策と経済の発展／インドとパキスタンの関係／印パ戦争

（1947、1965、1971年）／原因と結果／バングラデシュの独立（1971年）

•	インド：インディラ・ガンディー／ラジーヴ・ガンディー／ナラシンハ・ラーオ指

導下における社会、政治、経済の発展と課題

•	パキスタン（1947 〜 1991年）：建国／社会、政治、経済の発展と課題／東パキス

タンと西パキスタンの間の摩擦／文化と言語の違い／憲法をめぐる国民投票（1991

年）／ジンナー／アイユーブ・ハーン／ズルフィカール・アリー・ブットー／ジア＝ウル＝

ハク／ベーナズィール・ブットー

•	バングラデシュ：建国／社会、政治、経済の発展と課題

•	セイロン（スリランカ）：建国／社会、政治、経済の発展と課題／シンハラ人とタ

ミル人の対立／ 1971年の反乱／内戦／シリマヴォ・バンダラナイケ
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17：第二次世界大戦後のオセアニアの発展（1945 〜 2005年）
第二次世界大戦中のアジアの動きは、オーストラリアとニュージーランドのイギリスへ

の依存を揺るがし、そのため両国は、日本の脅威と戦うためにアメリカ合衆国に助けを求め

るようになりました。また、日本の敗北を受けて戦略を変更した両国は、アメリカと同盟

関係を築き、その結果、強い反共産主義路線をたどることになりました。オーストラリア

もニュージーランドも、イギリスとヨーロッパだけでなく、1960年代にはアジア諸国から

の移住も受け入れ始めたことにより、より多文化的な社会を築きました。また両国とも、

世界情勢、特にアジアと太平洋の情勢に関して、国際機関でより積極的かつ独立した役割

を担うようになりました。さらに、イギリスとのつながりが弱体化するにつれ日本との経

済的なつながりが徐々に強化され、その後は中国や東南アジア、太平洋諸島の新興経済国

ともつながりをもつようになりました。

•	社会と文化の発展／女性の役割の変化／ナショナル・アイデンティティーの形成

•	戦後のオーストラリアとニュージーランドへの移住、および多文化社会の発展

•	オーストラリア政府の政策と達成：カーティン／チフリー／メンジーズ／ホイット

ラム／フレーザー／ホークとキーティング

•	ニュージーランド政府の政策と達成：フレーザー／ホリオーク／マルドゥーン／ロ

ンギ／ボルジャー

•	オーストラリアとニュージーランドの先住民に対する態度と政策

•	オーストラリアとニュージーランド：外交政策と国際協調

•	経済政策と経済再編：イギリスのＥＥＣ加盟（および後のＥＵ加盟）／アジア経済

の成長

•	太平洋諸島の独立国家の出現の理由と結果

18：アジアの社会、文化、経済の発展（中国、日本、インドを除く）
　　（1980 〜 2005年）
このセクションでは、２つの事例研究を行うことが要求されます。生徒は、事例研究の

対象としてアジアの２国を選択します（中国、日本、インドを除く）。なお、選択した国

は、試験答案の冒頭部分に明記します。

•	グローバル化の影響：経済成長の理由と影響／技術の発展／都市化／人口構造の変

化／生活水準の変化／観光業がもたらした経済的、社会的影響

•	海外からの移民と自国民の海外移住：原因と結果

•	社会問題と社会発展：社会構造の変化／男女の役割／環境／教育／医療改革／技術

発展が社会にもたらした影響

•	宗教：宗教の社会的役割／宗教間の対立と緊張

•	文化の変化：伝統芸術や伝統文化の本質と変化／グローバル化がもたらした文化へ

の影響／メディアの性質と役割

•	テロの出現とテロへの対応
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ＨＬ選択項目４：ヨーロッパの歴史

ここでは３つのセクションを選択する必要があります。試験問題では、本ガイドに記載
の人名と事象名のみが使用されます。
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１：イングランドとフランスの君主制（1066 ～ 1223 年）
このセクションはイングランドとフランスにおける王政の成立、特徴および本質の変化

を扱います。それは、ノルマン人のイングランド侵入がもたらした影響に関係しており、

特に政府、政権、社会に焦点を当てます。11 世紀後半から 12 世紀の間にイングランドと

フランスの君主制は、権力の強化を明確化することによりさらに洗練され、さらに強大に

なりました。ただし、いずれにおいても貴族の力は依然として大きな役割を保持していま

した。

•	ノルマン人侵入以前のイングランドとノルマン人侵入の影響

•	イングランドのノルマン人：ノルマンディー公ウィリアム１世（イングランド王 1066～

1087 年）／権力の成立／国内および外交政策／ドゥームズデイ・ブック／ヘンリ１世

（1100～ 1135 年）

•	アンジュー帝国：ヘンリ２世（1154 ～ 1189 年）／イングランド、アイルランドお

よびヨーロッパにおける政策

•	ノルマンディー公国およびそのフランスとの関係：イングランド王としての歴代の

ノルマンディー公とフランス諸王の対立および戦争／ジョン王、リチャード１世、

ヘンリ２世およびフィリップ２世が果たした役割／イングランドとフランスにお

ける影響

•	カペー朝（1108 ～ 1223 年）のフランスにおける王領地と王権の拡張／ルイ６世、

ルイ７世およびフィリップ２世の統治下におけるカペー朝の権力拡大／これらの

政府の本質、および国王権力の拡張に成功した理由

•	イングランド王政とフランス王政の本質の比較

２：中世ヨーロッパのイスラーム教徒とユダヤ人（1095 ～ 1492 年）
このセクションは、1095～1492年のヨーロッパにおけるユダヤ人とイスラーム教徒の体

験の諸相を扱います。スペインとシチリア島には多数のイスラーム教徒がいました。スペ

インでは、イスラーム教徒の軍事征服およびイスラーム支配国家の樹立がその理由です。

シチリア島では、多数のイスラーム教徒が移住し、11 世紀末までに彼らはノルマン人の支

配下に入りました。このセクションは、スペインおよびシチリア島におけるイスラーム教

徒との共存の理由とその結果のみならず、イスラーム教徒に対する敵意の一般的理由につ

いて説明します。また、ユダヤ人の迫害の理由および結果についても考察します。

•	イスラーム教徒に対する敵意の理由：十字軍／イスラーム教勢力への恐怖／キリス

ト教の信条および教義

•	スペインでキリスト教徒がイスラーム教国に反抗した理由：宗教的および経済的動機

•	スペイン内でのキリスト教支配圏とイスラーム教支配圏の間の闘争の結果：キリスト

教国とイスラーム教国の境界、たとえば地中海やバルカン半島における武力衝突／経

済活動の衰退および文化的および知的多様性の低下／反イスラーム感情の発達

•	中世ヨーロッパにおけるユダヤ人の役割と貢献：財政／交易／王室官僚制度と学問

への貢献
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•	ユダヤ人迫害の理由：時代の宗教的ヒステリー／公的または大衆、もしくはその両

方の反ユダヤ主義および罪の転嫁／黒死病はユダヤ人に起因するという思い込み

•	ユダヤ人迫害の影響：虐殺／追放／社会からの隔離／より広い経済的、知的、文化

的生活におけるユダヤ人の技能および能力の損失

３：中世後期の政治危機（1300 ～ 1487 年）
このセクションは、継承問題の原因となった中世後期の数度にわたる王権の危機を扱い

ます。また、王国間の紛争が、増税と政治への信頼の喪失による国内での政治的不安定を

招きました。これらの紛争の原因と結果を理解するためには、紛争の端緒および主な関係

国を考察する必要があります。

•	イングランドの継承危機：エドワード２世（1307 ～ 1327 年）／リチャード２世

（1377 ～ 1399 年）

•	百年戦争 1337 ～ 1360 年 および 1369 ～ 1389 年：原因、経過、影響および意味

•	百年戦争 1415 ～ 1453 年：戦争再開の理由／アキテーヌの重要性／結末とその理由／

イングランドとフランスへの影響

•	ブルゴーニュ公国（1363 ～ 1477 年）の興亡：フィリップ２世／フィリップ３世／

シャルル

•	15 世紀イングランドとフランスにおける君主制の危機および王権への挑戦：バラ戦

争と公益同盟戦争

•	王権の特性および問題：イングランド‐ヘンリ６世（1422 ～ 1461 年）／エドワー

ド４世（1461 ～ 1483 年）／フランス‐ルイ 11 世（1461 ～ 1483 年）

•	バラ戦争：原因／出来事／イングランドへの影響（政府および王権への影響を含む）

４：ルネサンス（1400 年頃～ 1600 年）
このセクションは、15 世紀イタリアにおけるルネサンス期の政治と社会の起源と特徴、

また以降のヨーロッパにおけるルネサンスの拡大について考察します。イタリア諸都市の

富と文化的活力はルネサンスにおいて決定的な役割を果たしました。強大な君主および教

会のパトロンが政治的、経済的および権力的な理由から芸術を支援しました。この期間は、

権力と国家の特質について新しい考えが出現した時代でもあります。

•	イタリアにおけるルネサンスの起源、理由、発展／フィレンツェの社会的および政

治的状況

•	イタリアの都市国家における政治形態：ミラノ／フィレンツェ／ヴェネツィア

•	パトロネージュの重要性：ロレンツィオ・デ・メディチおよびルドヴィーコ・ス

フォルツアの役割と意味／ローマ教皇のパトロネージュ

•	文学の影響：政治的著作

•	北方ルネサンス：ブルゴーニュ公国地方およびドイツでの拡大

•	このセクションでまだ扱っていないヨーロッパのある１カ国に対するルネサンス

の拡大と影響についてのケーススタディー
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５：大航海時代とその影響（1400 ～ 1550 年）
西洋社会の富の増加と世俗化の進行は、長距離航海の発展に寄与した新しい科学技術の

進歩と結びついていました。このセクションはアメリカ大陸に至る西方航路とインド洋お

よび香料諸島に至る東方航路の探検と拡大に焦点をあてます。スペインとポルトガルによ

る探検の動機および探検が可能となった理由、そしてヨーロッパにおけるこれらの探検の

影響を考察します。

•	15 世紀における探検の動機と探検が増加した理由：宗教と探検／国家および個人の

競争／知の探求／贅沢品の新規交易経路の開拓

•	探検が可能となった理由：パトロネージュ（エンリケ航海王子の役割と重要性を含

む）／造船／地図製作法および航海術の発展

•	ポルトガルによるアフリカ西岸の探検：重要性／ヨーロッパでの影響

•	探検と新世界：重要性／ヨーロッパでの影響

•	探検とインド洋：重要性／ヨーロッパでの影響

•	トルデシリャス条約（1494 年）の重要性と影響

•	1550 年までのヨーロッパへの影響：ヨーロッパへの経済的影響／「コロンブス交

換」

６：宗教改革のさまざまな側面（1500 年頃～ 1563 年）
このセクションは、16 世紀ヨーロッパにおける宗教上の変化に焦点をあてます。ドイツ

におけるプロテスタンティズムの発展について、その起源、拡大、および影響を含めて考

察します。さらに、プロテスタンティズムに対する教皇およびカトリック権力の対応（対

抗宗教改革とも呼ばれる）、そして 1563 年にまで及ぶ宗教紛争も対象とします。

•	16 世紀初頭におけるヨーロッパのカトリック教会の状況：腐敗、批判、デジデリウ

ス・エラスムスの影響

•	宗教思想とルターの影響：贖宥状（免罪符）、ヨハン・テッツェルによる贖宥状の

販売、九十五箇条の論題／カトリック教会と神聖ローマ皇帝のルターへの反応／ル

ターの三大論考（1520 年）の意義／メランヒトンやツヴィングリとの関係

•	ドイツでルター派の思想拡大が成功した理由：活版印刷／ザクセン選帝侯フリード

リヒの役割／諸侯と諸都市の態度／ヴォルムス帝国会議（1521 年）／シュパイヤー

帝国会議（1526 年、1529 年）

•	ドイツにおける宗教と紛争：騎士戦争／農民戦争／急進派／シュマルカルデン同盟

の成立からアウグスブルグの和議（1555 年）

•	カトリック教会の反応：精神運動／教皇の役割（パウルス三世、パウルス四世、お

よびピウス四世）／宗教裁判／イエズス会／聖職者の教育および規律／トリエント

公会議（1545 ～ 1563 年）
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７：絶対主義と啓蒙主義（1650 ～ 1800 年）
このセクションは、ヨーロッパにおける啓蒙思想とその政治的影響に焦点をあてます。

17 世紀後半から 18 世紀前半にかけての絶対王政、次に「啓蒙専制主義」を考察して、18

世紀後半における「啓蒙」君主による改革が実際にいかに重要であったかを学習します。

この時代の芸術が君主による保護を受けていたことは、とても大切なことであり、生徒は

各君主がパトロンとして残した芸術的遺産について学習する機会があります。また都市が

成長し農業改良が始まったことといった 17 世紀後半から 18 世紀における社会的、経済的

な変化にも焦点をあてます。

•	科学革命／啓蒙思想の目標と展開

•	ドイツ、イングランド、スコットランド、フランス、スペイン、オランダ共和国、イ

タリアのうちの任意の２カ国における啓蒙思想とその政治的影響についてのケー

ススタディー

•	任意の２人の絶対君主のケーススタディー：彼らの統治の特性／彼らの権力のおよ

ぶ範囲／外交政策

•	任意の２人の啓蒙専制君主のケーススタディー：政策とその影響／変化の範囲

•	啓蒙時代の社会的および経済的変化／都市の成長／農業の変化

•	君主制／パトロネージュと芸術／バロック運動

８：フランス革命とナポレオン１世（1774 ～ 1815 年）
このセクションはフランス革命の原因、発生、経過および影響を扱います。この時代の

アンシャン・レジーム（旧体制）に対する社会的、経済的、政治的、知的な挑戦、そして

ナポレオン・ボナパルトの登場と支配をもたらした革命の進行段階に焦点をあてます。こ

のセクションではナポレオンの国内および外交政策はもとより、フランスとヨーロッパの

周辺国に対するフランス革命の影響の調査が必要となります。

•	アンシャン・レジームの危機：君主政、特にルイ 16 世の役割／知的、政治的、社

会的、財政的、経済的問題

•	君主政から共和政へ：革命の原因と意義／ 1791 年憲法／君主政の運命／恐怖政治

／ロベスピエール／テルミドールのクーデター

•	革命の政治的、社会的、経済的影響／フランス革命戦争（1792 ～ 1799 年）

•	フランス総裁政府の成立、本質および崩壊（1795 ～ 1799 年）

•	ナポレオンの登場と支配（1799 ～ 1815 年）／ナポレオンの国内および外交政策の

フランスに対する影響

•	ナポレオン戦争（1803 ～ 1815 年）／ナポレオン帝国の崩壊／軍事的敗北／百日天下

９：フランス（1815 ～ 1914 年）
このセクションは、19 世紀から 1914 年の第一次世界大戦勃発に至る 20 世紀初期までの

フランスの歴史を考察します。王政および憲政双方の政治的変化に焦点をあてます。すな

わちルイ 18 世とシャルル 10 世の統治、それに続くルイ・フィリップと二月革命について
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考察します。短期間で終わった第二共和政、それに続くルイ・ナポレオンの登場と第二帝

政について、考察します。最後に、第三共和政について検討し、19 世紀末のフランスの政

治的状況を検証します。

•	ブルボン復古王政／ウィーン体制およびそのフランスへの影響

•	ルイ 18 世とシャルル 10 世の統治：政治と社会（1815 ～ 1830 年）

•	七月革命とルイ・フィリップの七月王政／七月王政が崩壊した理由

•	二月革命：第二共和政／鎮圧／ルイ・ナポレオンの登場と第二帝政の確立

•	ナポレオン３世と第二帝政：国内政策／安定性／対立／改革の時代／外交政策（ク

リミア戦争、そしてイタリアとメキシコへの干渉を含む）

•	第三共和政（1871 ～ 1914 年）：安定性と危機の問題 1871 ～ 1890 年‐共和政成立時

の問題およびブーランジスム／ 1890 ～ 1914 年‐ドレフュス事件、政治的過激派の

成長、腐敗

10：イギリスとアイルランドにおける社会、政治および経済（1815 ～ 1914
年）
このセクションは、19 世紀から第一次世界大戦勃発までの 20 世紀初期のイギリスの歴

史に焦点をあてます。ナポレオン戦争終結時の社会的、政治的状況について、チャーティ

スト運動から穀物法の最終的な廃止に至る学習を通して社会運動や改革を含めて考察しま

す。次に、ヴィクトリア朝時代の社会的、経済的変化、とりわけ 19 世紀イギリスの二大政

党である自由党と保守党の出現について取り上げます。最後に、第一次世界大戦前のイギ

リスの社会および政治について、政治的危機、そして婦人参政権論者および労働組合の成

長などの既存の体制に対する脅威を含めて説明します。

•	社会的反抗（1815 ～ 1848 年）：ピータールーの虐殺／チャーティスト運動‐発生と

失敗の理由／ピール首相による穀物法廃止‐原因と結果／ジャガイモ飢饉

•	参政権の拡大：選挙法改正（1832 年、1867 年および 1884 ～ 1885 年）の理由およ

び結果／政党への影響

•	ヴィクトリア朝時代の社会（1840 年頃～ 1900 年頃）：産業革命時の労働者階級の状

態／都市の貧困／社会改革

•	ディズレーリ、グラッドストンおよびソールズベリー：国内政策／アイルランド問

題

•	20 世紀初頭のイギリス：労働党の誕生／ロイド・ジョージと社会改革‐「人民予算」

と議会法

•	エドワード朝イギリスにおける戦前の混乱および反抗（1901 〜 1914 年）：婦人参政

権、アイルランド自治問題、労働組合
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11：イタリア（1815 ～ 1871 年）とドイツ（1815 ～ 1890 年）
このセクションは、1815 年以降のドイツとイタリアを扱います。イタリアについては、

ウィーン会議から 1871 年まで、またドイツについては 1890 年までとします。イタリアと

ドイツ両国におけるウィーン体制の影響について、また 1815 ～ 1849 年の革命の原因、出

来事および結果についての考察があります。また、ドイツ諸邦とイタリア半島でのナショ

ナリズムの発生と成長、そして統一のプロセスにおける社会的、経済的、政治的要因にも

焦点をあてます。

•	イタリア（1815 ～ 1849 年）：ウィーン会議のイタリアへの影響／オーストリアの支

配／メッテルニヒの役割／ナショナリズムと自由主義／1820年から1844年までの

イタリアにおける革命の企て／マッツィーニとジョベルティ／ローマ教皇の役割

／ 1848 ～ 1849 年の革命‐原因、本質、敗北および結果

•	ドイツ（1815 ～ 1849 年）：ウィーン会議のドイツへの影響／三月革命時代のナショ

ナリズムと自由主義／ 1848 年以前の経済的、社会的変化／ 1848 ～ 1849 年の革命

‐原因、本質、挫折および結果

•	イタリア統一（1849 ～ 1871 年）／カヴールとガリバルディ／国外からの影響の役

割

•	プロイセンの興隆とオーストリアの衰退（1815 ～ 1866 年）／ドイツ関税同盟

•	ビスマルク、プロイセンおよび最終的統一：外交、経済、軍事の再編成／統一戦争

／ 1871 年憲法

•	ドイツ（1871 ～ 1890 年）：ビスマルクの国内政策（文化闘争と反社会主義運動を含

む）／新生ドイツ国家の統合とプロイセンの役割

 12：帝政ロシア、革命およびソヴィエト連邦の成立（1855 ～ 1924 年）
このセクションは、帝政ロシアにおける近代化と保守主義、および皇帝の専制政治の最

終的崩壊、そして 1917 年の革命、内戦およびレーニンの指導体制を扱います。変化と継続

の概念に焦点をあて、変革をもたらした社会的、経済的、政治的要因について調査、考察

します。

•	アレクサンドル２世（1855 ～ 1881 年）：改革の範囲

•	アレクサンドル３世（1881 ～ 1894 年）およびニコライ２世（1894 ～ 1917 年）の

政策：経済の近代化／皇帝の抑圧政治と反対派の成長

•	1905 年の革命の原因（社会的、経済的状態および日露戦争の意義を含む）／ 1905

年革命の結末（ストルイピンおよびドゥーマ〔国会〕を含む）

•	第一次世界大戦の影響および 1917 年二月（三月）革命における専制政治の終焉

•	1917 年の革命：二月（三月）革命／臨時政府と二重権力（ソヴィエト）／十月（十一

月）革命／ボリシェヴィキ革命／レーニンとトロツキー

•	レーニンのロシアとソヴィエト連邦／新生ソヴィエト国家への統合／内戦／戦時

共産主義／新経済政策（ＮＥＰ）／恐怖と強制／外交政策
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13：ヨーロッパと第一次世界大戦（1871 ～ 1918 年）
このセクションは、第一次世界大戦の短期的および長期的な起因を扱います。1914 年ま

でのヨーロッパ外交関係の崩壊、そして国際関係に発生した危機を対象とします。また戦

争の遂行により軍事と国内の戦線がどのように影響を受けたかを考えます。このセクショ

ンはまた、連合国が勝利し、同盟国が敗北した原因についても考察します。

•	1871 年以降のヨーロッパ外交関係と勢力均衡の変化／アフリカとアジアにおける

帝国主義的拡張とそれがヨーロッパ外交関係に与えた影響／ベルリン会議とヨー

ロッパ同盟体制

•	皇帝ヴィルヘルム２世の外交政策：ドイツ外交政策に影響を与えた国内状況／それ

が他国（イギリス、フランス、ロシア、オーストリア＝ハンガリー帝国など）に及

ぼした影響

•	第一次世界大戦の原因：短期的および長期的原因／それぞれの原因の相対的重要

性／同盟国体制／オスマン帝国の衰退／ドイツ外交政策／オーストリア＝ハンガ

リー帝国／ロシアおよびバルカン諸国のナショナリズム／軍拡競争と外交危機／

1914 年七月危機

•	1914 年から 1918 年の間に当該地域の２カ国の一般市民が受けた第一次世界大戦の

影響

•	ドイツおよび他の同盟国を敗北に導いた要因／戦略的失敗／経済的要因／米国の

参入と役割／同盟国内部の不安定性

14：両大戦間期のヨーロッパ諸国における国内での展開（1918 ～ 1939 年）
このセクションは、２度の世界大戦の間 のヨーロッパ主要国における国内での展開を扱

います。ドイツ、イタリア、スペインおよび他の任意の１カ国の合計４カ国について学習

する必要があります。このセクションは第一次世界大戦の結末の影響を考え、次に 1920 年

代および 1930 年代の各国における経済的、社会的、文化的変化について考察します。

•	ヴァイマル時代のドイツ：憲法、政治、経済と財政、および社会的問題（1918 ～

1933 年）／初期の課題（1918 ～ 1923 年）／シュトレーゼマンの下の「黄金時代」

（1924 ～ 1929 年）／危機の時代とヒトラーの登場（1929 ～ 1933 年）

•	ヒトラーのドイツ（1933 ～ 1939 年）：権力の統合／ヒトラーの戦前の国内政策（経

済的、社会的、政治的政策を含む）／ナチス国家の本質／ナチスに対する抵抗の範

囲

•	イタリア（1918 ～ 1939 年）：ムッソリーニの登場／権力の統合／ムッソリーニの戦

前の国内政策（経済的、社会的、政治的政策を含む）／ファシスト国家の特性

•	スペイン（1918 ～ 1939 年）：スペインの政治的、社会的、経済的状態／プリモ・

デ・リベラ体制／第二共和政下の対立と政党／アサーニャとヒル・ロブレス／内戦

の原因／外国の関与／フランコが率いたナショナリスト派（右派の反乱軍）が勝利

した原因
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•	両大戦間におけるヨーロッパのいずれか１カ国（ドイツ、イタリア、スペインを除

く）の国内の政治的、経済的、社会的展開のケーススタディー。

15：ヨーロッパの外交関係（1919 ～ 1945 年）
このセクションは、1919 年から 1945 年までのヨーロッパにおける国際関係を扱います。

パリ講和会議の目標、影響、およびその合意事項に関連する問題から始めます。取り扱う

範囲は、国際連盟と多国間協定（連盟の機構外部）を通した集団安全保障と国際協力の促

進、軍備縮小、そして軍事力を用いない外交政策の目標追求の試みです。このセクション

はまた、イタリア、ドイツ、フランス、イギリスおよびロシアとソヴィエト連邦それぞれ

の外交政策について、各国のねらい、問題点および結果についても扱います。最後に、第

二次世界大戦に関して、その影響および枢軸国が敗北し連合国が勝利した理由に焦点をあ

てて考察します。

•	パリ講和条約（1919 ～ 1923 年）：ヴェルサイユ条約／ヌイイ条約／トリアノン条約

／サン・ジェルマン条約／セーヴル条約・ローザンヌ条約‐意図、問題点および反

応

•	国際連盟とヨーロッパ：失敗と成功／集団安全保障の模索／中央および東ヨーロッ

パの後継国家における展開

•	イタリアとドイツの外交政策（1919 ～ 1941 年）：意図、問題点および成功の範囲

•	集団安全保障と宥和政策（1919 ～ 1941 年）：意図、問題点および成功の範囲／イギ

リス、フランスおよびロシアとソヴィエトの外交政策の役割（1919 ～ 1941 年）／

チェンバレンとミュンヘン危機

•	第二次世界大戦の原因とヨーロッパ戦線の展開（1939 ～ 1941 年）／戦時下の同盟

（1941 ～ 1945 年）／ 1945 年に枢軸国が敗北し連合国が勝利した原因／経済的、戦

略的および他の要因の役割

•	1939 年から 1945 年までの任意の２カ国における一般市民に対する第二次世界大戦

の影響

16：ソヴィエト連邦と新生ロシア（1924 ～ 2000 年）
このセクションは、1924 年以降のソヴィエト国家の強化とその存続、発展およびソヴィ

エト連邦の国境内外における拡大のために採られた方策を検証します。スターリン、フル

シチョフおよびブレジネフの登場と権力の本質、および政策を探究します。ソヴィエトの

ねらいと指導力に関する 1945 年以降の東西関係も考慮が必要です。最後に、ソヴィエト連

邦の衰退と崩壊、そしてソヴィエト崩壊後の新生ロシアの政治的、経済的発展について考

察します。

•	ソヴィエト連邦（1924 ～ 1941 年）：スターリンと権力闘争（1924 ～ 1929 年）／ト

ロツキーの敗北／スターリンの集団農場化と五カ年計画の政策／スターリンの政

府とプロパガンダ／追放と大粛清

•	大祖国戦争（1941 ～ 1945 年）の影響／戦後のソヴィエト連邦（1945 ～ 1953 年）で

のできごと：政治的、経済的発展
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•	フルシチョフとブレジネフ：国内政策と外交政策 

•	ソヴィエト連邦の変遷（1985 ～ 1991 年）：ゴルバチョフ（ねらい、政策および成功

の範囲）／政治的発展と変化

•	ソヴィエト連邦の崩壊／ 2000 年までの新生ロシア／エリツィンの役割と政策／

2000 年までの政治的、経済的発展

17：大戦後の西および北ヨーロッパ（1945 ～ 2000 年）
このセクションは、大戦後の西ヨーロッパの出来事と、20 世紀後半におけるその復興に

ついて探究します。いくつかのケースにおいて、このセクションは独裁体制から民主政府

への変遷を考察します。各国が直面した社会的、政治的、経済的問題についての国ごとの

対処方法と、ヨーロッパ統合に向けて各国が互いに受け入れ可能な政治的、経済的、外交

的目標をどのように追求したかについての両方の考察が必要です。

•	軍事同盟の崩壊／冷戦の発生とそのドイツに対する影響／ドイツの分割

•	西ヨーロッパにおける大戦後の問題および政治的、経済的復興：荒廃と負債／フラ

ンスと西ドイツの再建（1945 ～ 1963 年）およびマーシャル・プランの影響／アデ

ナウアーの役割／ドイツの「経済の奇跡」／ド・ゴールの役割／フランスの「栄光

の 30 年」

•	西ドイツ（1963 ～ 1990 年）：国内政策／バーダー・マインホフ・グループ／赤軍派

の問題／再統合／コールの役割と政策／1949年から1990年までの西ドイツの社会

的、文化的変化

•	スペイン：フランコ体制および 1982 年までのフアン・カルロス王政下の民主主義体

制への移行と確立／スペインにおける政治的、経済的、社会的発展（1982 ～ 2000

年）

•	1945 年から 2000 年までの西または北ヨーロッパのいずれか１カ国（フランス、ド

イツ連邦共和国、スペインを除く）における政治的、社会的および経済的変化の

ケーススタディー

18：大戦後の中央および東ヨーロッパ（1945 ～ 2000 年）
このセクションは、1945 年から 2000 年までの中央および東ヨーロッパの出来事につい

て探究します。これには、ソヴィエト連邦の戦時下の占領から戦後の優位に至る変遷を含

みます（チトーのユーゴスラヴィアを除く）。また、ソヴィエト連邦の優位に対する抵抗の

範囲と本質にも焦点をあて、東側諸国の崩壊の理由についても扱います。最後に、1989 年

から 2000 年までの政治的、経済的、社会的発展について考察します。

•	ソヴィエトの優位：中央および東ヨーロッパにおけるソヴィエトの覇権の誘因／範囲

／特性（1945 ～ 1955 年）／政治／経済（COMECON）およびワルシャワ条約（1945

～ 1955 年）／チトーのユーゴスラヴィアによるソヴィエトの覇権に対する挑戦

•	支持と協力、抑圧と抵抗（1945 ～ 1968 年）：東ドイツ／ポーランド／ハンガリー／

チェコスロヴァキア
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•	中央および東ヨーロッパにおけるソヴィエトの覇権の受容と反発（1968 ～ 1989

年）：ブルガリア／チェコスロバキア／東ドイツ／ハンガリー／ルーマニア／ポー

ランド／ワレサとハヴェルの役割

•	中央および東ヨーロッパにおけるソヴィエトの覇権の崩壊／原因、展開と結果

•	1990 年代のバルカン紛争：紛争の原因と結果／ミロシェヴィッチの役割と政策

•	ケーススタディー：中央および東ヨーロッパ（ロシアを除く旧ソヴィエト連邦国を

含む）のいずれか任意の１カ国における共産主義後の経済的、社会的、政治的問題

（1989 ～ 2000 年）
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概要
評価は、指導および学習と一体化した要素です。ＤＰでは、カリキュラム目標の達成を支

援し、生徒に適切な学習を促すことを評価の最も重要なねらいとして位置づけています。

ＤＰでは、学校外で実施されるＩＢによる外部評価（external assessment）、および内部評価

（internal assessment）の両方が実施されます。外部評価のための提出課題はＩＢ試験官が採

点します。一方、内部評価のための評価課題は教師が採点し、ＩＢによるモデレーション

（評価の適正化）を受けます。

ＩＢが規定する評価には次の２種類があります。

•	「形成的評価」（formative assessment）は、「指導」と「学習」の両方に指針を与えま

す。生徒の理解と能力の発達につながるよう、学びの種類や、生徒の長所と短所と

いった特徴について、生徒と教師に正確で役立つフィードバックを提供します。ま

た、形成的評価からは、科目のねらいと目標に向けての進歩をモニタリングするた

めの情報が得られるので、指導の質の向上にもつながります。

•	「総括的評価」（summative assessment）は、生徒のこれまでの学習を踏まえて、生徒

の到達度を測ることを目的としています。

ＤＰでは、主に履修期間の終了時または終了間近の生徒の到達度を測る総括的評価に重

点が置かれています。ただし、評価方法の多くは、指導および学習期間中に形成的に用い

ることもできます。教師はそうした評価を実施するよう推奨されています。総合的な評価

計画は、指導、学習およびカリキュラム編成と一体を成すものです。より詳しくは、ＩＢ 

資料『プログラムの基準と実践要綱』を参照してください。

ＩＢが採用する評価アプローチは、評価規準に準拠した「絶対評価」です。集団規準に

準拠した「相対評価」ではありません。この評価アプローチは、生徒の成果を特定の到達

の度合いを示す基準に照らし合わせ、そのパフォーマンスを判断するものであり、他の生

徒の成果と比較するものではありません。ＤＰにおける評価について、より詳しくはＩＢ 

資料（英語版）『Diploma Programme assessment: Principles and practice（ディプロマプログラム

における評価：原則と実践）』を参照してください。

ＰＲＣでは、ＤＰの科目のコースデザイン、指導、および評価の分野で教師を支援する

ための多様なリソースを入手できます。また、リソースをＩＢストア（http://store.ibo.org）

で購入することもできます。試験問題の見本やマークスキーム（採点基準）、教師用参考資

ディプロマプログラムにおける評価
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料、科目レポート、評価規準の説明など、その他の資料もＰＲＣで取り扱っています。過

去の試験問題やマークスキームはＩＢストアで購入できます。

評価方法
ＩＢは複数の方法を用いて、生徒の成果を評価します。

評価規準

評価規準（assessment criterion）は、オープンエンド型の課題に対して適用されます。各

規準は生徒が身につけることが期待されている特定の能力に重点を置いています。評価目

標は「何ができるべきか」を明確にし、評価規準は「どの程度よくできるべきか」を到達

の度合いを示す基準に照らし合わせて測ります。評価規準を採用することで、個々のさまざ

まな解答の違いを識別することが可能となり、多様な解答を奨励することにつながります。

各規準には、どのような基準を満たすと特定のレベルに到達していると判断されるのか

が詳細に説明されています。その説明は到達レベル別に段階的に並べられ、レベルごとに

１つまたは複数の点数が設けられています。また、採点ではベストフィット（適合）モデ

ルを用いて、各規準を個別に適用します。何点がその規準の満点となるかは規準の重要度

に応じて異なる場合があります。各規準での得点を合計したものを、その課題に対する総

合点とします。

マークバンド（採点基準表）

マークバンド（採点基準表）は、求められる学習成果の基準を一覧にまとめた表です。

教師はマークバンドに照らし合わせて、生徒の到達度を判断します。規準ごとに、到達レ

ベルに沿って段階的に到達の度合いを示す基準が並べられています。生徒の学習成果の違

いを識別するために、各レベルの点数には幅をもたせてあります。個々の学習成果物にど

の点数をつけるかを確定するには、ベストフィット（適合）アプローチを用います。

マークスキーム（採点基準）

この用語は特定の試験問題のために用意された分析的マークスキーム（採点基準）のこ

とを指します。分析的マークスキームは、生徒の最終的な解答や、その他特定の種類の答

案を要求する試験問題のために作成されます。これらは、各設問に対する総合点を生徒の

解答の異なる部分についてどのように配分するかについて試験官に詳細な指示を与えるも

のです。このマークスキームには、試験問題の解答で求められる内容や、評価規準をどの

ように適用するかについての手引きとなる採点のための注意事項などが含まれます。

採点のための注意事項

評価規準を用いて採点される評コンポーネント価要素には、「採点のための注意事項」

（marking note）がついている場合があります。採点のための注意事項は、設問に課されて

いる特定の要件に対し、評価規準をどのように適用するかについて指針を示すものです。
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受験上の配慮
国際バカロレア資

ディプロマ

格（ＩＢ資格）取得志願者で評価の際に配慮を必要とする志願者は、

受験上の配慮を受けることができます。受験上の配慮を設けることで、さまざまなニーズ

をもつ志願者が最終試験を受験し、評価対象である知識や理解を身につけたかどうかを示

すことができます。

ＩＢ資料『受験上の配慮の必要な志願者について』には、学習支援を必要とする志願者が

受けられる、すべての受験上の配慮についての詳細が記されています。ＩＢ資料（英語版）

『Learning diversity within the International Baccalaureate programmes/Special educational needs 

within the International Baccalaureate programmes（ＩＢプログラムにおける学習の多様性／ＩＢプ

ログラムにおける特別な教育的ニーズ）』では、ＩＢプログラムにおける多様な学習ニーズをも

つ志願者についてのＩＢの基本方針を概説しています。受験の支障となり得る特別な事情

のある志願者については、ＩＢ資料『一般規則 :ディプロマプログラム』および『ディプ

ロマプログラム（ＤＰ）における評価の手順』に対応の詳細が記されています。

学校は学習支援を必要とする志願者に対し、ＩＢ資料『受験上の配慮の必要な志願者に

ついて』および『ＩＢプログラムにおける学 習の多様性／ＩＢプログラムにおける特別な

教育的ニーズ』に従って、平等に評価を受けるための配慮と妥当な調整を行わなければな

りません。

出典を明らかにする
国際バカロレア資

ディプロマ

格（ＩＢ資格）取得志願者は、ＩＢに提出する評価課題で引用した情

報の出典をすべて明らかにしなければなりません。コーディネーターと教師は、このこと

に留意する必要があります。以下にこの要件について説明します。

ＩＢ資格取得志願者は、さまざまな媒体を用いた評価課題をＩＢに提出します。その中

には、出版物または電子情報として公表された視聴覚資料、文章、図表、画像、データな

どの引用が含まれている場合があります。志願者は、他人の成果物やアイデアを用いる場

合、参考文献目録の書式として標準的とされる一定の書式に従い、出典を明示しなければ

なりません。志願者が出典の明示を怠った場合、ＩＢは規則違反の可能性があるとして調

査を行います。場合によっては、ＩＢ最終資格授与委員会（IB final award committee）によ

る処分の対象となります。

ＩＢは志願者が用いる参考文献目録や本文中の引用の書式については指定せず、志願者

の学校の担当者または教師に判断を委ねています。幅広い科目を提供していることや、英

語、フランス語、スペイン語の３言語に対応していること、そして多様な参考文献目録の

書式があることから、特定の書式を要求することは非合理的かつ制限的です。実際には、

ある特定の書式が最も頻繁に使われるかもしれませんが、学校はその科目と使用言語に適

した書式を自由に選ぶことができます。その科目のために学校が選ぶ参考文献目録の書式
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にかかわらず、著者名、発行日、書名、ページ番号などの最低限の情報は明記する必要が

あります。

志願者は標準的とされる書式を用い、言い換えや要約を含むすべての参考資料の出典を

一貫した書式で明示することが求められます。文章執筆の際、生徒は引用符（または、字下

げなどのその他の方法）を用いて自分自身の言葉と他人の言葉を明確に区別し、適切な形

で引用を示して参考文献目録に明記してください。電子情報を引用した場合、参考文献目

録にアクセス日を明記してください。志願者に期待されているのは、参考文献目録の作成

の完璧さではありません。すべての出典を明らかに示すことが求められているのです。志

願者は、自分自身のものではない出版物や電子情報として公表された視聴覚資料、文章、

図表、画像、データなどもすべて出典を明らかにするように必ず指導を受けなければなり

ません。この場合も参照、引用の適切な書式を用いてください。
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評価の概要—標準レベル（ＳＬ）

2020 年第１回試験

評価の構成 配点比率

外部評価（２時間30分） 75%

試験問題１（１時間）
５つの「指定学習項目」に基づいた資料問題。５つの「指定学習項目」より

１項目を選択し、４つの求答形式の問題に解答する。（24点）

30%

試験問題２（１時間30分）
12 の「世界史トピック」に基づいた小論文形式の問題。２つの「世界史トピッ

ク」に関する２つの小論文形式の問題に解答する。（30点）

45%

内部評価（20時間）
この評価要素は教師によって採点され、コース終了時にＩＢによるモデレー

ション（評価の適正化）を受ける。

25%

「歴史研究」（historical investigation）
自ら選択したトピックに関する歴史研究を完成させる。（25点）
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評価

評価の概要—上級レベル（ＨＬ）

2020 年第１回試験

評価の構成 配点比率

外部評価（５時間） 80％

試験問題１（１時間）
５つの「指定学習項目」に基づいた資料問題。５つの「指定学習項目」より

１項目を選択し、４つの求答形式の問題に解答する。（24点）

20％

試験問題２（１時間30分）
12 の「世界史トピック」に基づいた小論文形式の問題。２つの「世界史トピッ

ク」に関する２つの小論文形式の問題に解答する。（30点）

25％

試験問題３（２時間30分）
４つの地域それぞれに対して別個に用意された試験問題。選択した１地域に

関する３つの小論文形式の問題に解答する。（45点）

35％

内部評価（20時間）
この評価要素は教師によって採点され、コース終了時にＩＢによるモデレー

ション（評価の適正化）を受ける。

20％

「歴史研究」（historical investigation）
自ら選択したトピックに関する歴史研究を完成させる。（25点）
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評価

外部評価

外部評価では、以下の２種類の評価手法が用いられます。

•	各試験問題用の詳細なマークスキーム（採点基準）

•	マークバンド（採点基準表）

マークバンド（採点基準表）は、本資料に記載されています。マークバンド（採点基準

表）は、「歴史」のために設定された評価目標、および「個人と社会」（グループ３）の成

績の評価規準の説明と連動しています。マークスキーム（採点基準）は試験ごとにその試

験に準拠して作成されます。

外部評価の詳細
試
ペ ー パ ー

験問題１（ＳＬ・ＨＬ）

試験時間：１時間

配点比率：30％（ＳＬ）、20％（ＨＬ）

「試験問題１」は、「指定学習項目」に基づいて出題される資料問題による試験です。

「指定学習項目」はそれぞれ２つの事例研究によって構成されており、各試験ではこれら

２つの事例研究のうち１つに焦点が置かれます。

試験では、「指定学習項目」１つにつき４つの資料を使用します。資料は一次資料、また

は一次資料と二次資料の混合で、文献資料、絵や写真などの視覚資料、図式による資料で

す。試験は「指定学習項目」１つにつき４つの設問から構成され、生徒は選択した「指定

学習項目」に関する４つの設問すべてに解答しなければなりません。１つまたは複数の指

定された資料から引き出せる根拠のみに基づいて解答する設問もありますが、その他の設

問では、資料に含まれる根拠だけでなく選択した「指定学習項目」に関する自分自身の知

識を活用することが要求されます。

設問１、パートＡ ４つの資料のうちの１つに対する理解度を試験

する。

３点

設問１、パートＢ ４つの資料のうちの１つに対する理解度を試験

する。

２点

設問２ １つの資料に関して、その価値と限界を分析す

る。この分析に際しては、資料の出典、目的、内

容に言及することが要求される。

４点
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設問３ ２つの資料が「指定学習項目」の特定の側面を

研究する歴史学者に対して示すものを比較・対

比する。

６点

設問４ 評価を求める設問。この評価に際しては、資料

と自分自身の知識の両方を活用することが要求

される。

９点

「試験問題１」は 24点満点です。採点にあたっては、試験問題に準拠した分析的マーク

スキーム（採点基準）を使用しますが、各「指定学習項目」の最終設問では、これに加え

てマークバンド（採点基準表）も使用します。

外部評価のマークバンド（採点基準表）―試験問題１（設問４）（ＳＬ・ＨＬ）

評点 レベルの説明

０ 答案が以下のレベル説明の基準に達していない。

１−３ 答案が設問の焦点から外れている。

資料への言及はあるものの内容の描写にとどまりがちで、資料が分析を裏づけ

るための根拠として使用されていない。

生徒自身の知識が示されていない。知識が示されていたとしても、不正確もし

くは設問に無関係である。

４−６ 答案が設問の趣旨におおむね沿っている。

資料への言及があり、またそれが分析を裏づけるための根拠として使用されて

いる。

生徒自身の知識が示されているが、正確性もしくは設問への関連性に欠ける。

自身の知識と資料を統合する試みがほとんど（あるいはまったく）見受けられ

ない。

７−９ 答案が設問の趣旨に沿っている。

資料への言及が明確になされており、またそれが分析を裏づけるための根拠と

して効果的に使用されている。

正確かつ設問に関連のある知識が示されている。自身の知識と資料が効果的に

統合されている。

試験問題２（ＳＬ・ＨＬ）

試験時間：１時間30分

配点比率：45％（ＳＬ）、25％（ＨＬ）

「試験問題２」は、12の「世界史トピック」に基づいた小論文形式の試験です。

この試験は、12の「世界史トピック」に対して２つずつ用意された設問によって構成さ

れます。生徒は、異なる「世界史トピック」から選択した２つの設問に解答しなければな
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りません。また、この試験における比較形式の設問には、複数地域からの例を必要とする

ものもあります。なお、「試験問題２」の設問で「地域」という言葉が使われる場合、これ

は、17 ページ図３に記載された世界地図の４地域のいずれかを指します。

「試験問題２」は 30点満点です。採点にあたっては、マークバンド（採点基準表）、およ

び試験問題に準拠した分析的マークスキーム（採点基準）を使用します。

外部評価のマークバンド（採点基準表）―試験問題２（ＳＬ・ＨＬ）

評点 レベルの説明

０ 答案が以下のレベル説明の基準に達していない。

１−３ 設問の要求をほとんど理解していない。小論文に構成が認められないか、認

められるとしても設問の焦点から外れている。

設問が扱う世界史のトピックに対する知識がほとんど見受けられない。

議論のために例を挙げてはいるが、事実的に間違っているか、設問に無関係、

もしくは不明瞭である。

批判的分析がほとんど（あるいはまったく）見受けられない。答案のほとん

どが一般論や根拠の不十分な主張で構成されている。

４−６ 設問の要求をある程度理解している。答案を体系的に構成しようとした試み

が見受けられるものの、明瞭さと一貫性に欠ける。

設問が扱う世界史のトピックに対する知識が示されているが、正確性もしく

は関連性に欠ける。表面的なレベルではあるが、歴史的文脈に対する理解が

見受けられる。

議論のために特定の例を挙げてはいるものの、不明瞭であるか、設問への関

連性に欠ける。

不十分ではあるが、多少の分析が見受けられる。ただし、答案は記述的・描

写的な性質が強く、分析的であるとは言い難い。

７−９ 設問の要求を理解しているが、答案ではその要求が部分的にしか満たされて

いない。答案を体系的に構成しようとした試みが見受けられる。

設問が扱う世界史のトピックに対する知識は部分的に正確であり、設問へ

の関連性も部分的にある。歴史上の出来事をおおむね歴史的文脈に位置づ

けて論じている。

議論のために選んだ例は適切であり、設問への関連性もある。（設問にとっ

て適切な）比較や関連づけが行われている。

ある程度の分析もしくは批判的論評が見受けられ、答案は記述・描写の域を

超えていると言えるが、このレベルが答案全体にわたって維持されているわ

けではない。
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評点 レベルの説明

10 −12 設問の要求を理解しており、答案もこれに沿って作成されている。答案はお

おむねよく構成されているが、ところどころ繰り返しや不明瞭さが見受けら

れる。

設問が扱う世界史のトピックに対する知識はおおむね正確であり、設問への

関連性もある。歴史上の出来事をおおむね歴史的文脈に位置づけて論じてお

り、歴史的概念に対するある程度の理解も見受けられる。

議論のために選んだ例は適切であり、設問への関連性もあるうえ、分析・評

価を裏づけるための根拠として使われている。（設問にとって適切な）比較

や関連づけが効果的に行われている。

批判的分析が行われており、その大部分が明瞭で、一貫性もある。異なる視

点に対する認識と評価がある程度見受けられる。主要点のほとんどは根拠に

よって裏づけられており、議論が結論へと論理的につながっている。

13 −15 設問の趣旨に的確に沿って答案が作成されており、設問が含意するところと

その要求に対する高度な理解も見られる。答案はよく構成され、効果的に整

理されている。

設問が扱う世界史のトピックに対する知識は正確で、設問への関連性もあ

る。歴史上の出来事を歴史的文脈に位置づけて論じており、歴史的概念に対

する明確な理解も見られる。

議論のために選んだ例は適切であり、設問への関連性もあるうえ、分析・評

価を裏づけるための根拠として効果的に使われている。（設問にとって適切

な）比較や関連づけが効果的に行われている。

明瞭かつ一貫性のある批判的分析が行われている。異なる視点に対する評価

が行われており、またこの評価が答案に効果的に組み込まれている。すべて

の（あるいはほぼすべての）主要点が根拠によって裏づけられており、議論

が結論へと論理的につながっている。

試験問題３（ＨＬのみ）

試験時間：２時間30分

配点比率：35％

ＨＬの４つの地域選択項目にはそれぞれ別個の試験問題が用意されています。生徒はこ

のうち１つの試験問題に登録します。

地域選択項目の試験問題は、項目内の18のセクションに対して２問ずつ用意された合計

36の小論文形式の設問で構成されます。生徒はこのうち３つの設問に解答しなければなり

ません。なお、設問で言及される国、出来事、人物は、シラバスに記載があるもののみと

なります。

「試験問題３」は 45 点満点です。採点にあたっては、マークバンド（採点基準表）、およ

び試験問題に準拠した分析的マークスキーム（採点基準）を使用します。
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外部評価のマークバンド（採点基準表）—試験問題３（ＨＬ）

評点 レベルの説明

０ 答案が以下のレベル説明の基準に達していない。

１−３ 設問の要求をほとんど理解していない。小論文に構成が認められないか、認

められるとしても設問の焦点から外れている。

設問が扱う内容に対する知識がほとんど見受けられない。特定の例に言及し

ているとしても、事実的に間違っているか、設問に無関係、もしくは不明瞭

である。

批判的分析がほとんど（あるいはまったく）見受けられない。答案のほとん

どが一般論や根拠の不十分な主張で構成されている。

４−６ 設問の要求をある程度理解している。答案を体系的に構成しようとした試み

が見受けられるものの、明瞭さと一貫性に欠ける。

設問が扱う内容に対する知識が示されているが、正確性もしくは関連性に欠

ける。表面的なレベルではあるが、歴史的文脈に対する理解が見受けられる。

特定の例を挙げてはいるが、不明瞭であるか、設問への関連性に欠ける。

不十分ではあるが、多少の分析が見受けられる。ただし、答案は記述的・描

写的な性質が強く、分析的であるとは言い難い。

７−９ 設問の要求を理解しているが、答案ではその要求が部分的にしか満たされて

いない。答案を体系的に構成しようとした試みが見受けられる。

設問が扱う内容に対する知識は部分的に正確であり、設問への関連性も部分

的にある。歴史上の出来事をおおむね歴史的文脈に位置づけて論じている。

使用した例は適切であり、設問への関連性もある。

ある程度の分析もしくは批判的論評が見受けられ、答案は記述・描写の域を

超えていると言えるが、このレベルが答案全体にわたって維持されているわ

けではない。

10 −12 設問の要求を理解しており、答案もこれに沿って作成されている。答案はお

おむねよく構成されているが、ところどころ繰り返しや不明瞭さが見受けら

れる。

設問が扱う内容に対する知識はおおむね正確で、設問へのおおむね関連性も

ある。歴史上の出来事を歴史的文脈に位置づけて論じており、歴史的概念に

対する明確な理解も見られる。使用した例は適切であり、設問への関連性も

あるうえ、分析・評価を裏づけるための根拠として使われている。

議論はおおむね明瞭で、一貫性もある。異なる視点に対する認識と評価があ

る程度見受けられる。

批判的分析が行われている。主要点のほとんどは根拠によって裏づけられて

おり、議論が結論へと論理的につながっている。



外部評価

「歴史」指導の手引き 81

評点 レベルの説明

13 − 15 設問の趣旨に的確に沿って答案が作成されており、設問が含意するところと

その要求に対する高度な理解も見られる。答案はよく構成され、バランスよ

く効果的に整理されている。

設問が扱う内容に対する知識は詳細かつ正確で、設問への関連性もある。歴

史上の出来事を歴史的文脈に位置づけて論じており、歴史的概念に対する明

確な理解も見られる。使用した例は適切であり、設問への関連性もあるうえ、

分析・評価を裏づけるための根拠として効果的に使われている。

議論は明瞭で、一貫性もある。異なる視点に対する評価が行われており、ま

たこの評価が答案に効果的に組み込まれている。

批判的分析を十分に発展させている。すべての（あるいはほぼすべての）主

要点が根拠によって裏づけられており、議論が結論へと論理的につながって

いる。
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評価

内部評価

内部評価の目的
内部評価は授業と一体を成す要素であり、ＳＬとＨＬのいずれのレベルの生徒も必ず取

り組まなければなりません。内部評価課題では、筆記試験でのように時間の制限やその他

の制約に左右されることなく、それぞれの興味を追い求めつつ、知識とスキルの活用を示

すことができます。内部評価はできる限り通常の授業に織り込まれるべきであり、履修期

間の終了後に別途実施されるべきではありません。

なお、内部評価の要件はＳＬとＨＬで共通です。すべての生徒は、選択した歴史トピッ

クに関する研究を完了する必要があります。生徒が個人的に興味のあるトピックを選択で

きるように、内部評価には柔軟性を持たせてあります。トピックはシラバスと関連させる

必要はなく、生徒が自主的にトピックを決定することが推奨されます。トピックの選択に

自由度があるのは、歴史の研究は特に、個人的に興味のある、すなわち自分の地域や国の

歴史に関するトピックに取り組む良い機会であるためです。

注意：各生徒は個々に、歴史の研究を自分自身で完了させる必要があります—グループ

で１つの研究を行うことはできません。

時間配分
内部評価は「歴史」におけるきわめて重要な要素です。ＳＬにおける最終評価の25％、

ＨＬにおける最終評価の20％を占めます。この配点比率を踏まえて、課題に取り組むのに

必要な知識、スキル、理解の指導にあてる時間、および課題を進めるために必要な時間を

配分する必要があります。

ＳＬ・ＨＬともに内部評価課題には、合計約20時間を割りあてることが推奨されていま

す。この中には、以下の時間を含めるようにしてください。

•	教師が生徒に内部評価の要件を説明する時間

•	授業中に生徒が内部評価課題に取り組む時間

•	教師と各生徒が話し合う時間

•	課題に目を通し、進行状況を確認する時間、および進行状況を確認する時間、およ

び生徒本人が取り組んだ課題であるかどうかをチェックする時間
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指導と「生徒本人が取り組んだものであること」の認証
内部評価のために提出される「歴史研究」は生徒自身が取り組んだ学習成果物でなけれ

ばなりません。しかし、学習成果物が「生徒本人が取り組んだものである」ことは、生徒

自身がタイトルやトピックを決め、教師からの支援を一切受けずに、独自に内部評価課題

に取り組まなければならないということではありません。教師は、生徒が内部評価課題を

計画する段階と取り組む段階で重要な役割を果たします。生徒に以下の点について確実に

理解させるのは、教師の責任です。

•	内部評価の対象となる課題についての要件

•	評価規準――評価課題を通じて、生徒は与えられた評価規準に効果的に取り組むべ

きであること

教師と生徒は内部評価課題について話し合わなければなりません。生徒がアドバイスや

情報を得るために率先して教師と話し合うよう促してください。また、生徒が指導を求め

たことで減点してはなりません。学習プロセスの一環として、生徒は内部評価課題の第１稿

を作成した後、教師からアドバイスを受けることができます。ただし、ここで与えられる

アドバイスは、どうすれば生徒の取り組みの質を高めることができるかについてであり、

教師が第１稿に細かいコメントを大量に書き込んだり、編集を加えたりすることは認めら

れません。なお、この第１稿の次に教師に提出される課題が最終稿となります。

教師には、学問的誠実性に関連する概念、特に知的財産と生徒本人が課題に取り組むこ

とについての基本的な意味および重要性をすべての生徒に確実に理解させる責任がありま

す。教師は必ず、すべての評価課題が要件に沿って取り組まれていることを確認しなけれ

ばなりません。また、内部評価課題が完全に生徒自身によるものでなければならないこと

を生徒に対して明確に説明しなければなりません。モデレーション（評価の適正化）、また

は評価のためにＩＢに提出されるすべての学習成果物は、本当に生徒本人が取り組んだも

のであることを教師が認証しなければなりません。また、規則違反の事実またはその疑い

があってはなりません。各生徒は学習成果物が自分自身のものであること、またそれが最

終版であることを正式に認め、内部評価課題のカバーシートに署名をします。なお、署名

済みのカバーシートと内部評価課題の最終版を正式に提出した後は、これを撤回すること

はできません。「生徒本人が取り組んだものであること」の認証は、ＩＢ試験官によるモデ

レーション（評価の適正化）のために提出されるサンプルの課題だけではなく、すべての

生徒の課題に必要になります。詳細については、ＩＢ資料『学問的誠実性』、『ＤＰ：原則

から実践へ』および同『一般規則 :ディプロマプログラム』の該当するセクションを参照

してください。

生徒本人が取り組んだものであるかどうかは、生徒と課題の内容について議論すること

と、次のいずれか（または２項目以上）を精査することを通じて確認します。

•	生徒の最初の案

•	記述課題の１回目の草稿

•	引用・参考文献
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•	生徒自身が書いたものであることが確認されている他の課題との文体の比較

•	インターネット剽窃検知サービスよる課題の分析

注意：同一の課題を、内部評価と「課題論文」（ＥＥ）の両方の要件を満たすものとし

て重複して提出することはできないことにご注意ください。

内部評価の詳細—標準レベル（ＳＬ）と上級レベル（ＨＬ）
歴史研究

時間：20時間

配点比率：25％（ＳＬ）、20％（ＨＬ）

標準レベル（ＳＬ）・上級レベル（ＨＬ）ともに、生徒は自分で選択した１トピックの「歴

史研究」を完成させる必要があります。「歴史研究」は３つのセクションで構成されます。

図８

歴史研究

「歴史研究」のトピックは生徒が自由に選択でき、シラバスに関連のないトピックでも

構いません。生徒が主体的にトピックを選択するよう促します。ただし、トピックは「歴

史」に関するものでなければならず、このため過去10年以内の出来事を選択することはでき

ません。

生徒は教師の指導のもとでトピックを選択し、教師の承認を得ます。教師は、生徒が研究

を始める前に、トピックと研究課題を承認してください。この際、研究のための資料が十

分にあること、研究が内部評価規準で評価できるものであることが、きわめて重要です。

また、慎重な取り扱いや機密保持といった、研究にあたって重要な倫理的配慮を生徒が認

識するよう促す必要があります。

「歴史研究」は、生徒が授業で学んだ知識やスキルを自分で選択したトピックの研究に応

用する機会となります。この課題で重視するのは、具体的な歴史の探究を通して、さまざ

まな歴史資料の選択や分析、多様な視点の考察といった歴史学のスキルを生徒が習得し応

用することです。生徒には、根拠となる情報を自ら探し、選別、評価、活用したうえで、

提示した根拠と議論に矛盾しない適切な結論を導き出すことが要求されます。

1.  資料の説明と評価 2.  研究 3.  考察
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セクション１：資料の説明と評価
このセクションでは、研究で使用する資料のうち２つを選んで詳細に分析します。資料

は一次資料と二次資料のどちらでも構いません。生徒は以下を行う必要があります。

•	研究課題を明確に述べる（質問の形式にまとめます）。

•	詳細な分析の対象として選んだ２つの資料の性質を簡潔に説明する。この際、研究

への関連性についても言及する。

•	２つの資料を詳細にわたって分析する。資料の出典、目的、内容に言及しながら、

その価値と限界について、研究への関連性という観点から分析する。

内部評価のこのセクションできわめて重要なのは、適切な研究課題を設定することです。

この作業の出発点として、「歴史」のコースの６つの主要概念（原因、結果、連続、変化、

重要性、視点）が非常に役立ちます。

以下は、最近提出された「歴史研究」の例です。

•	1941年から1942年にかけて行われたデュッセルドルフからミンスクへのユダヤ人

の移送は、どの程度、体系的なものだったか。

•	バンベルクの魔女裁判（1623-1633年）の原因として、経済問題はどの程度大きな

要因だったか。

•	マーケット・ガーデン作戦の失敗の最大の理由は何か。

•	紀元前2125年に起きたエジプト古王国の崩壊は、統率力の弱さにどの程度起因して

いたか。

セクション２：研究
このセクションは、実際の研究です。「歴史」の内部評価課題では、以下の例のように、

さまざまなタイプの歴史研究を行うことができます。

•	さまざまな文献資料やその他の多様な資料を用いて、具体的な歴史のトピックや

テーマを研究する

•	博物館、遺跡、戦場跡、モスクや教会などの礼拝の場、歴史的建造物などでのフィー

ルドワークに基づいて、具体的な歴史のトピックを研究する

•	地域史を研究する

研究は明確かつ効果的に構成されなければなりません。このセクションのための指定の

フォーマットはありませんが、研究課題に明確に沿った批判的分析と、分析から導き出さ

れる結論は必ずこのセクションに含めるようにしてください。

このセクションでは、生徒が自らの議論を補強するためにさまざまな根拠を使用する必

要があります。一次資料と二次資料の両方を使用することができます。

セクション３：考察
このセクションでは、歴史学の方法論や歴史学者が直面する課題について、自身の研究

から明らかになったことを考察します。

この考察にあたっては、以下のような問いが役立つでしょう。
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•	自分の研究で、歴史学者の使用するどのような方法を用いたか。

•	その方法の限界について、自分の研究でどのようなことが明らかになったか。

•	歴史学者はどのような課題に直面しているか。歴史学者の課題は、科学者や数学者

の課題とどのように異なるか。

•	文献を基本とする歴史研究には、特にどのような課題があるか。

•	情報源の信頼性は、どのようにして評価できるか。

•	「偏った考え方」と「選択的な意見を持っていること」の違いは何か。

•	歴史上の出来事は、どのような要素で構成されるか。

•	どの出来事が歴史的に重要かを、決めるのは誰か。

•	歴史上の出来事を偏向なく客観的に説明することは可能か。

•	歴史学者の役割とは何か。

•	歴史の記述において「残虐行為」のような言葉を使用すべきか。それとも価値判断

を示唆するような言葉は避けるべきか。

•	歴史の証拠を確立することが難しい場合、すべての解釈が同等に容認されることを

意味するのか。

参考文献目録
すべての資料の出典を必ず明らかにし、参考文献目録に記載しなければなりません。参

考文献目録は、全体の語数（字数）には計上されません。

語数（字数）の制限
「歴史研究」の語数（字数）制限は2200語（日本語の場合は4400字）です。すべての資

料の出典を必ず明らかにし、参考文献目録に記載しなければなりませんが、この部分は全

体の語数（字数）には計上されません。

「歴史研究」の各セクションの語数（字数）配分の目安は以下のとおりです。ただし、こ

れらはあくまでも目安であることに留意してください。

セクション 語数（字数）配分の
目安

関連する評価規準 配点

1. 資料の説明

と評価

500語（1000字） Ａ . 資料の説明と評価 ６点

2. 研究 1300語（2600字） Ｂ . 研究 15点

3. 考察 400語（800字） Ｃ . 考察 ４点

参考文献目録 適用外 なし なし

語数（字数）合計
の上限

2200語（4400字） 合計：25点
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補足
内部評価課題についての補足説明は、ＩＢ資料『「歴史」教師用参考資料』を参照してく

ださい。

内部評価への評価規準の適用
内部評価には、多くの評価規準が設けられています。各評価規準には、学習成果物が特 

定のレベルに到達している場合にその成果物に見られる特徴を記述した「レベルの説明」

と、それに対応する点数が明示されています。「レベルの説明」では、基本的に学習の成果 

として捉えられる肯定的な側面を判断基準として取り上げています。ただし、下位の到達 

レベルでは、達成できなかった点を判断基準としている場合もあります。 教師がＳＬおよ

びＨＬの内部評価課題を採点する際は、評価規準の「レベルの説明」に 照らし合わせて判

断しなければなりません。

•	評価規準は、ＳＬ・ＨＬ共通です。

•	ベストフィット（適合）モデルの考え方に基づき、「レベルの説明」から、生徒の到

達レベルを最も適切に示す説明を見つけます。学習成果物に見られる到達度が規準

に示されている要素によって異なる場合、補正するというのがベストフィット（適

合）アプローチの考え方です。与えられる点数は、規準に照らし合わせた場合に、

到達レベルのバランスを最も公正に反映するものでなければなりません。「レベル

の説明」に挙げられている要素をすべて満たさなければ、その点数が得られないと

いうことではありません。

•	生徒の学習成果物を評価する際、教師は、評価規準で学習成果物のレベルを最も的

確に示している説明と一致するまで、各レベルの説明を読まなければなりません。

学習成果物が２つの説明のちょうど中間にあたると見られる場合、両方の説明を読

み直し、生徒の学習成果物をより適切に示す方を選ばなければなりません。

•	１つのレベルに複数の点数が割りあてられている場合、生徒の学習成果物につい

て、説明内容を達成している度合いが大きければ（学習成果物がその上のレベルに

到達しそうな場合）、高い方の点数をつけます。説明内容を達成している度合いが

小さければ（その下のレベルに近い場合）、低い方の点数をつけます。

•	整数のみを用います。分数や小数を用いた点は認められません。

•	教師は合格・不合格の線引きをするような考え方をせずに、各評価規準において、

学習成果物を最も適切に表すレベルを判別することに専念しなければなりません。

•	「レベルの説明」にある最上位レベルは、欠点のない完璧な学習成果を意味するの

ではありません。規準は、生徒が最上位レベルに達することができるように設定さ

れています。その学習成果物が最上位レベルの説明内容にあてはまるのであれば、 

教師は最高点をつけることを躊躇してはなりません（最低点についても同様です）。

•	１つの規準において到達レベルの高かった生徒が、他の規準においても到達レベル

が高いとは限りません。同様に、１つの規準において到達レベルの低かった生徒が、
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他の規準においても到達レベルが低いとは限りません。教師は、生徒の全体的な評

価からある特定の点数をその生徒の得点として想定するべきではありません。

•	評価規準を生徒に示すことが推奨されています。

内部評価規準—標準レベル（ＳＬ）・上級レベル（ＨＬ）
「歴史研究」は、標準レベル（ＳＬ）・上級レベル（ＨＬ）ともに３つの規準で採点され

ます。

•	規準Ａ：資料の説明と分析（６点）

•	規準Ｂ：研究（15点）

•	規準Ｃ：考察（４点）

内部評価規準（ＳＬ・ＨＬ）

規準Ａ：資料の説明と分析（６点）

評点 レベルの説明

０ 成果物が以下のレベル説明の基準に達していない。

１—２ 研究課題が述べられている。適切な資料を特定・選択しているが、研究との

関連性がほとんど（あるいはまったく）説明されていない。

２つの資料の説明はあるが、分析と評価が行われていない。

３—４ 適切な研究課題が述べられている。適切な資料を特定・選択しており、研究

との関連性もある程度説明されている。

２つの資料の分析と評価がある程度見受けられるが、資料の価値と限界につ

いてはわずかな言及にとどまっている。

５—６ 適切な研究課題が明確に述べられている。適切で関連性のある資料を特定・

選択しており、研究との関連性も明確に説明されている。

２つの資料の詳細な分析と評価が行われており、出典、目的、内容に言及し

たうえで、その価値と限界を明確に議論している。

規準Ｂ：研究（15点）

評点 レベルの説明

０ 成果物が以下のレベル説明の基準に達していない。

１—３ 研究が明瞭さと一貫性に欠け、構成が認められないか、認められるとしても

研究の趣旨から外れている。

批判的分析がほとんど（あるいはまったく）行われておらず、ほとんどが一

般論や根拠の不十分な主張で構成されている。資料から得られる根拠につい

て言及しているが、その根拠の分析は行われていない。
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評点 レベルの説明

４—６ 研究を体系的に構成しようとした試みが見受けられるが、部分的なレベルに

とどまっていて、明瞭さと一貫性を欠いている。

不十分ではあるが、多少の批判的分析が見受けられる。ただし、総じて記述

的・描写的な傾向が強く、分析的であるとは言い難い。資料から得られる根

拠について言及しているが、分析や議論に統合されていない。

７—９ 研究はおおむね明瞭で、まとまった構成になっている。ただし、ところどこ

ろ繰り返しや不明瞭さが見られる。

ある程度の分析や批判的論評が見受けられ、内容は記述・描写の域を超えて

いると言えるが、このレベルが全体にわたって維持されているわけではな

い。資料から得られる根拠を分析や議論に統合しようという試みが見受けら

れる。

異なる視点が存在することを認識しているかもしれないが、その評価は行わ

れていない。

10 — 12 研究はおおむね明瞭で、まとまった構成になっている。ただし、ところどこ

ろ繰り返しや不明瞭さが見られる場合もある。

明瞭さに欠けるところや発展が不十分なところはあるものの、批判的分析が

行われている。さまざまな資料から得た根拠を、議論を補強するために使っ

ている。

異なる視点が存在することを認識しており、その評価もある程度見受けられ

る。議論が結論へと論理的につながっている。

13 — 15 研究は明瞭で一貫性もあり、効果的に構成されている。

十分に発展された批判的分析が、研究課題に明確に沿って行われている。さ

まざまな資料から得た根拠を、議論を効果的に補強するために使っている。

異なる視点の評価が行われている。前段の議論や提示した根拠に合致する論

理的な結論が述べられている。

規準Ｃ：考察（４点）

評点 レベルの説明

０ 答案が以下のレベル説明の基準に達していない。

１—２ 歴史学の方法論について、研究から何が明らかになったかをある程度論じて

いる。

歴史学者が直面する課題や歴史学の方法論の限界について、理解がほとんど

見受けられない。

考察と他のセクションとのつながりが示唆されてはいるが、明確でない。

３—４ 歴史学の方法論について、研究から何が明らかになったかを明確に論じて

いる。

歴史学者が直面する課題や歴史学の方法論の限界について、明確な理解が見

受けられる。

考察と他のセクションとのつながりが明確に示されている。
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指導の方法・学習の方法

ディプロマプログラム「歴史」の指導と	
学習のアプローチ

ディプロマプログラム（ＤＰ）の指導と学習のアプローチとは、指導と学習の場に浸透

する綿密なストラテジー、スキル、姿勢です。「ＩＢの学習者像」と本質的にリンクするこ

れらのアプローチとツールは、生徒の学習の質を高めると同時に、ＤＰの最終評価やその

先の学びのための基礎をつくります。

５つの「学習のアプローチ」（思考スキル、社会性スキル、コミュニケーションスキル、

自己管理スキル、リサーチスキルを養うこと）と、６つの「指導のアプローチ」（探究を基

本とした指導、概念に重点を置く指導、文脈化した指導、協働に基づく指導、生徒の多様

性に応じて差別化した指導、評価の情報に基づく指導）は、ＩＢの教育を支える重要な価

値観と基本原則に根ざしています。指導と学習のアプローチについての詳細およびサポート

は、この手引きの以下のページとＩＢ資料『「歴史」教師用参考資料』を参照してください。

ＤＰの「歴史」は、内容、概念、スキルという３つの主要素に基づいて構成されていま

す。これら３つの要素は不可分な関係にあると考えられています。

図９

３つの主要素

このような「３次元の」モデルは、「複数の学問領域にわたる重大な事実に基づく知識と

いう確たる基礎に価値を置く一方で、概念レベルの理解に重点を置くことになるためカリ

キュラムと指導に求められる水準はより高いものになります」（Erickson, 2012）。

概念

内容 スキル
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概念 「概念」とは、大きなレベルの有力な思考であり、科目の領域内と領域外の両

方において重要です。概念は、「既存のスキーマと認知的枠組みに知識を統合

させる」（Anderson, Krathwohl 2001）ことにより、生徒を「知識」から「理解」

のレベルへと導きます。また、古い知識と新しい知識の間の架け橋になるとと

もに、異なる科目領域間や文脈間での知識の行き来を促す役割も担います。あ

るトピックの背後に存在する「大きなレベルの思考」を理解することは、「な

ぜそのトピックを学ぶのか」という問いの核心へと生徒を導きます（Perkins 
2010 などの文献を参照してください）。

内容 ＤＰの「歴史」では、「内容」も非常に重要な役割を担います。概念的な理解

をもつには、「事実に基づく知識」という確たる基礎が必要になるためです。

また、具体的な例や事例研究は、抽象的な概念を具体的に示し、概念を特定の

文脈に置いて考えるのに役立ちます。

スキル ＤＰの「歴史」の学習を通じて、生徒は、歴史学の方法論とその実践について

の理解を身につけるよう促されるべきです。歴史学のスキルを指導すること

は、歴史に対する生徒の理解を深めるだけでなく、将来そのスキルを歴史学や

関連分野の研究で応用する足場をつくります。これらのスキルは、単独で扱う

のではなく、文脈に応じた適切なやり方で、シラバス全体を通じて導入してい

くことがきわめて重要です。

ＤＰの「歴史」で使用する主要概念の詳細
ＤＰの「歴史」では、原因、結果、変化、連続、重要性、視点という６つの主要概念に

重点を置いています。歴史教育の研究者らは、この種の概念が私たちの歴史に対する考え

方を形成するうえで重要な役割を果たすと論じて、歴史の理解の中心に「考える」行為を

置いてきました（Seixas and Morton 2013）。これらの概念を用いることにより、生徒は、歴

史の問題について批判的に思考できるようになります。具体的には、過去の主張や当事者

たちや論点について、生徒が自ら問題を特定して解決し、意思決定を下して、判断を形成

するのに役立ちます。また、これらの概念は、歴史の教師にとってもきわめて有益なツー

ルです。創造性に富んだ授業と評価のアクティビティーを計画して、決められた内容を受

動的に受け取るのではなく、生徒が既存の知識に基づいて歴史の問題や歴史上の出来事に

ついて深く考える機会をもたらすためです。

変化 歴史の学習には、人々や出来事がもたらす変化の度合いを研究するという側

面が含まれます。「変化」という概念を議論することによって、例えば「変

化がなかった」と主張されている局面で本当に変化がなかったのかどうかを

考察し、その変化を見つけようとしたり、逆にある人や出来事が重要な変化

をもたらしたとされている局面で、具体的な根拠を用いて定説となっている

理論や仮定に疑問を投げかけたりするなどの、高度な議論が促されます。歴

史上の変化に対する生徒の質問や判断は、内容を深く理解し、かつその出来

事の前後の状況を比較したうえで形成されなければなりません。
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連続 歴史の学習ではしばしば、重大な変化が起こった局面に焦点があてられます

が、変化のなかにはゆっくりと長い時間をかけて起こるものもあり、また歴

史には重大な「連続性」があることも、生徒は認識しなければなりません。

例えば、歴史上の大きな変化のただ中にあってなおも相当の連続性が存在し

た時代があったという認識を示すことにより、生徒は、歴史に対する深い知

識と理解を証明することができます。また、例えば外交政策に変化があった

局面で、政治指導者の交替がそれをもたらしたのか、むしろ前政権の政策を

映し出した結果だったのかを、生徒は問いかけ、考察することができます。

原因 歴史学的見地から論理的に思考できる人は、過去に関する主張の多くが「あ

る一連の出来事がなぜ起こったのか」をより徹底的に説明し理解しようとす

る試みであることを認識しています。歴史を深く理解している生徒は、歴史

上の出来事のほとんどが多種多様な原因の相互作用によって起きるもので

あり、そのなかでどの原因が重要かつ重大だったか、どの原因が個人レベル

でコントロールできたか、またはできなかったかについて、根拠に基づいて

判断することが要求されるという認識をもっています。

結果 歴史を学ぶということは、過去の事象がその後の社会や人々にどのように影

響したかを理解するということです。歴史学的手法を用いて論理的に思考で

きるようになった生徒は、歴史上の重要な出来事や人物が及ぼした短期的、

長期的な影響の両方を理解し、説明することができます。その出来事や人物

についての証拠と解釈を用いて、歴史上の異なる時点での比較を行い、それ

らの事象が長期にわたる重要な影響をどの程度もたらしたかを判断します。

重要性 歴史とは、単に過去の出来事をすべて記録する学問ではありません。むしろ、

過去の証拠や痕跡を通じて保存された記録であって、誰かが意図的に記録・

伝達しようとした過去の側面だと言うことができます。このため、なぜある

側面が記録され歴史に組み込まれることになったのかを問いかけるよう、生

徒に奨励すべきです。同様に、どの人物、どの出来事が歴史から除外された

のか、なぜ除外されたのかも考察するよう、奨励すべきです。さらに、生徒

の質問は、歴史上の出来事、人物、集団、展開の相対的な重要性、ひいては

その重要性に関するこれまでの主張が根拠に基づくものかどうかを考察・評

価するよう促すような質問であるべきです。

視点 歴史は時として、他の視点を考慮に入れない偏った「国家神話」とも言える

壮大なストーリーを広めるためや、特定の視点を優位に立たせるために、利

用もしくは乱用されることがあるという認識を、ＩＢの生徒はもたなければ

なりません。生徒は、過去に対する複数の視点に対して疑問を投げかけ、批

評し、比較し、根拠に基づいた裏づけを行うよう奨励されます。また、過去

に記録されたすべての出来事に対して、異なる視点や反対の視点があり得る

ことを認識すべきです。さらに、社会的少数者や女性をはじめ、さまざまな

人々が過去の同じ出来事に臨んでどのように異なる経験をしたかを、一次資

料の情報や歴史学者の見解を用いながら調査・比較することもできます。こ

のような学習を通じて複数のものの見方を探究することと国際的な視野の

育成の間には、とりわけ深いつながりがあります。
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スキル

ＤＰの「歴史」は、ＤＰの他のすべてのコースと同様に、生徒の思考スキル、リサーチ

スキル、コミュニケーションスキル、ソーシャルスキル、自己管理スキルを高めるための

豊かな機会をもたらします。これら５つのスキルを向上させるための詳しい情報は、ＩＢ

資料『「歴史」教師用参考資料』を参照してください。ここでは、「歴史」の学習を通じて

育成されるスキルについて４つの例を紹介します。

例１：歴史的根拠の収集と分類
ＤＰの「歴史」の学習を通じて養われるスキ

ルの多くは、歴史的根拠の収集と分類に関連

しています。これには、以下のようなリサー

チスキルが含まれます。

•	書籍、論文、ウェブサイト、視聴覚資料か

ら関連性のある適切な証拠を探し、選び出

すこと

•	さまざまな種類の証拠の違いを認識する

こと

「歴史」の学習を通じて、生徒は、多様な歴史

資料を見つけて使用するうえで必要となる

自信と主体性を向上させることができます。

例２：歴史的根拠の評価
ＤＰの「歴史」の重要な要素のひとつが、歴史

的根拠の評価に必要な思考スキルとリサー

チスキルの向上に関連しています。これに

は、以下のようなスキルが含まれます。

•	歴史的根拠の主観性を認識すること

•	資料を吟味して、相関する、補完する、ま

たは矛盾する情報や解釈や事例を見つけ

ること

•	資料の価値と用途を認識し、なぜ歴史資料

は慎重に扱わなければならないのかを理

解すること

•	歴史の見解や解釈には相違があることを

認識し、どのように異なるのか、なぜ異な

るのかを理解すること

「歴史」の学習を通じて、生徒は、複数のも

のの見方、歴史的見解、解釈に対する認識を

高めることができます。

例３：歴史上の過程が人間の経験や活動や動機
とどのような関係にあるかについての認識と
理解
ＤＰの「歴史」の学習を通じて ､生徒は ､幅

広い文脈で「人間の経験の本質」というもの

に対する価値を認められるようになります。

これは、以下のようなスキルに重点を置くこ

とにより、達成することができます。

•	原因と結果を認識、説明、分析すること

•	時代の流れとともに起こった変化や発展、

または連続性を認識、説明、分析すること

•	類似点や相違点を認識、説明、分析する

こと

•	歴史上の人間の活動、経験、動機をさまざ

まな文化的・社会的側面に関連づけること

•	さまざまな時代と地域で学習した資料を

統合的に扱うこと

例４：歴史的な思考や情報の整理と表現
ＤＰの「歴史」では、歴史的な思考や情報を

体系的に整理して明確に表現するためのコ

ミュニケーションスキルの育成が重視され

ます。これには、以下のようなスキルが含ま

れます。

•	問いや仮説を立てて、解答・検証すること

•	ある問いを探究するために複数の資料を

使用し、統合的に扱うこと

•	情報や考えを適切に選び出し、効果的に使

うこと

•	見解や分析、さらに関連する実証を使用し

て、歴史的な「語り」を構築すること

•	要約し、結論を導き出すこと

これらのスキルを養うことにより、口述と記

述の両方のコミュニケーションが向上し、生

徒の自信にもつながります。
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付録

指示用語の解説

用語の解説
生徒は、試験問題で使用される次の重要な指示用語および表現に慣れておく必要があり 

ます。指示用語は以下の定義に基づいて、理解されなければなりません。これらの用語は 

試験問題に頻出しますが、それ以外の用語を用いて、生徒に特定の方法で議論を展開する 

よう指示する場合もあります。

用語 評価目標レベル 意味

分析しなさい
Analyse

AO2 本質的な要素または構造を明らかにするため

に分解しなさい。

比較・対比しなさい
Compare and contrast

AO3 ２つ（またはそれ以上）の事柄または状況の類

似点および相違点について、常に双方（または

すべて）について言及しながら、説明しなさい。

論じなさい
Discuss

AO3 さまざまな議論、要因、仮説を考慮し、バラン

スよく批評しなさい。意見または結論は、適切

な根拠を挙げて、はっきりと述べなさい。

評価しなさい
Evaluate

AO3 長所と短所を比較し、価値を定めなさい。

考察しなさい
Examine

AO3 論点の前提や相互関係が明らかになるように、

議論または概念について考えなさい。

どの程度
To what extent

AO3 議論または概念の長所または短所を検討しな

さい。意見および結論ははっきりと提示し、適

切な証拠および論理的に正しい論拠をもたせ

なさい。



「歴史」指導の手引き 95

付録

参考文献

以下の資料は、『「歴史」指導の手引き』（2017年第１回試験）の刊行に伴う改訂に用い

た主な参考文献です。入手可能な文献をすべて網羅したものではありません。教師にとっ

て特に役立つと思われるものを取り上げています。なお、以下は、教科書として推薦する

図書のリストではありません。

Anderson, LW and Krathwohl, DR (eds). 2001. A Taxonomy for Learning, Teaching, and 

Assessing: A Revision of Bloom’s Taxonomy of Educational Objectives. New York, USA. Longman.

Arthur, J and Phillips, R (eds). 2000. Issues in History Teaching. London, UK. Routledge.

Davies, I (ed). 2010. Debates in History Teaching. London, UK. Routledge.

Erickson, HL. 2012. Concept-based teaching and learning. IB position paper. Cardiff, UK. 

International Baccalaureate Organization.

Headrick, D. 2009. Technology: A World History. New York, USA. Oxford University Press.

Nakou, I and Barca, I (eds). 2010. Contemporary Public Debates Over History Education. 

Charlotte, North Carolina, USA. Information Age Publishing.

Perkins, D. 2010. Making Learning Whole: How Seven Principles of Teaching Can Transform 

Education. San Francisco, California, USA. Jossey-Bass.

Seixas, P. 2009. “National history and beyond”. Journal of Curriculum Studies. Vol 41, number 6. 

Pp 719–722.

Seixas, P and Morton, T. 2013. The Big Six Historical Thinking Concepts. Scarborough, Ontario, 

Canada. Nelson College Indigenous.

Stearns, P. 2010. Globalization in World History. Abingdon, UK. Routledge.

Walker, G, (ed). 2011. The Changing Face of International Education: Challenges for the IB. 

Cardiff, UK. International Baccalaureate Organization.

Wineburg, S. 2001. Historical Thinking and Other Unnatural Acts: Charting the Future of 

Teaching the Past. Philadelphia, Pennsylvania, USA. Temple University Press.

Yerxa, D (ed). 2008. Recent Themes in Historical Thinking: Historians in Conversation. Columbia, 

South Carolina, USA. University of South Carolina Press.


